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はじめに 
 

我が国のがん対策は、様々な取組みにより進展し、一定の成果を収めておりますが、がん

は依然として死因の第一位であり、国民の生命および健康にとって重要な問題となっており

ます。これまで国においては、「がん対策基本法」に基づく、「がん対策推進基本計画」によ

り平成 19 年度から 10 年でがんの年齢調整死亡率を 20％減少させることを目標に、がん対

策を進めておりました。また、平成 27 年 12 月には「がん対策加速化プラン」を策定し、取

組が遅れている分野について、取組の一層強化を図ってまいりました。こうした中、平成 29

年 10 月には「第３期がん対策推進基本計画」を策定し、全体目標に〔科学的根拠に基づく

がん予防・がん検診の充実〕を加え、一次予防・二次予防に焦点をあてることとなりました。 

 

この様な中、宮崎県では、「宮崎県がん対策推進計画」(平成 20 年 3 月策定)を平成 30 年 3

月に見直し、第 3 期として平成 35 年度までの 5 年間を対象に関係機関との連携を図りなが

ら、がん対策の総合的かつ計画的な推進を図っているところであります。 

この計画の中で、宮崎県はがん検診受診率の目標値を 50％以上に設定していますが、現在

の受診率は 35.4～50.9％(平成 28 年国民生活基礎調査)であることから、更なる、受診率向

上のための施策として、平成 27 年度からがん検診受診環境整備事業を当協会に委託され取

り組まれているところです。 

 

平成 29 年度は県内全ての市町村へ事業参加を募り、申し込みのあった 7 市町で事業を実

施しました。 

事業内容は画一的なものではなく、各市町と協議を重ね、その状況に応じて実施しました。

この報告書は各市町村の事業実施内容を取りまとめたものですが、市町村や関係機関におけ

る受診率向上のための資料として活用され、県民の健康づくりに生かされることを願ってお

ります。 

 

終わりに、本事業の実施にあたり多大な御協力いただきました関係市町村の皆様に感謝申

し上げますとともに、御指導いただきました関係各位に心からお礼を申し上げます。 

 

平成 30 年 11 月 

公益財団法人 宮崎県健康づくり協会 

理事長 楠元 志都生 
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Ⅰ  目 的 

 

 市町村が実施するがん検診の未受診者に対して個別受診勧奨を実施し、がん検診の受診率

向上を図ることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 各市町村実施内容 

 

 

統計分析 

 

事業(勧奨)実施年度と事業実施前年度の受診率の比較をするためにχ2検定を行った。全

ての検定は両側検定を行い、P＜0.05 を有意水準とみなした。 

なお、統計処理はエクセル統計を用いた。 

P＜0.05  * 

P＜0.01  ** 

P＜0.001 *** 
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（１）対象とするがん検診の種類とその自己負担金                   

子宮頸がん検診 

  自己負担金(細胞診検査費)  集団検診：1,000 円、個別検診：1,500 円 

  ただし、21 歳(4/1 生まれを除く)の者は無料 

 

（２）対象                                     

 対象は、21・25・28 歳の 5,688 名とした。 

（年齢基準日は平成 30 年 3 月 31 日） 

   

（３）受診勧奨内容                                 

宮崎市と健康づくり協会は、協議を重ね、受診勧奨を 2 回実施した。 

① １回目の勧奨（文書） 

 

 

 

 

 

 

② ２回目の勧奨（文書） 

 

 

 

 

 

 

 

③ その他の勧奨 

  宮崎市が実施したがん検診受診勧奨は次のとおりであった。 

平成 28 年 10 月 市広報による受診勧奨（随時） 

平成 29 年 2 月 OCR 用紙による受診案内実施 

平成 29 年 5 月 健康診査受診券の送付 

平成 30 年 2 月 OCR 用紙による受診案内実施予定 

 

  

日 程 平成 29年 8月 29日 

内 容 

・お知らせ（鑑文書） 

・子宮頸がんリーフレット(年齢によって内容が異なる) 

・受診機関一覧 

（詳細は資料 1参照） 

日 程 平成 29年 11月 21日 

内 容 

・お知らせ（鑑文書） 

・子宮頸がんリーフレット(年齢によって内容が異なる) 

・受診機関一覧 

（詳細は資料 2参照） 
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（４）受診勧奨結果                                 

①  実施状況                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。
Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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② 年齢階級別受診者数と事業実施前年度との受診率の比較 

事業を実施したがん検診の種類、年齢などの対象者抽出の条件を揃えた対象者数と受診者数を表 1 に

記した。 

 表 1 年齢階級別受診状況（平成 28・29 年度）と受診率の比較と検定 

 

 

全体の受診率は 18.2％であり、前年度と比べると 3.5％増加しており、有意であった。 

21 歳と 25 歳の受診率は、前年度と比べると増加していたが、有意ではなかった。 

28 歳の受診率は 24.0％であり、前年度と比べると 8.4％増加しており、有意であった。 

勧奨 1 回後、2 回後ともに、集団検診・個別検診機関で受診することができた。 

 

 

 

（５）考察                                     

①  受診勧奨の効果 

宮崎市は、本事業参加 3 年目※であり、子宮頸がん検診

を同じ方法で勧奨した。勧奨した対象年齢は、毎年異なり

右表のとおりまとめた。事業実施前年度との比較で受診率

が有意に高かった年齢を◎で示す。 

 

事業実施年度と事業実施前年度との比較では、事業実施年度の方が全体の受診率は有意に高くなって

いた。年齢別にみると 28 歳のみ有意な差が認められた。 

これは、21・25 歳は事業実施前年度も同じ方法で勧奨しているため、一定の効果を得られるが、前年

度を大幅に上回る効果を得ることはできず、28 歳は事業実施前年度に勧奨をしていないため、勧奨の効

果が大きかったと考えられる。 

             

※ 平成 27 年度がん検診受診環境整備事業報告書、平成 28 年度がん検診受診環境整備事業報告書 

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

合計 5,755 848 14.7 5,688 1,034 18.2 Ｐ<0.001 1.29

21歳 1,881 226 12.0 1,849 232 12.5 0.62 1.05

25歳 1,763 293 16.6 1,847 323 17.5 0.49 1.06

28歳 2,111 329 15.6 1,992 479 24.0 Ｐ<0.001 1.71

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度

年齢基準日

3/31現在
27年度 28年度 29年度

21歳 － ◎ ○

25歳 ○ ○ ○

28歳 ◎ － ◎
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（１）対象とするがん検診の種類とその自己負担金 .................................................................................... 7 

（２）対象 .............................................................................................................................................................................. 7 
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①実施状況 

  （ア）肺がん検診 

  （イ）大腸がん検診 

  （ウ）子宮頸がん検診 

  （エ）乳がん検診 

②年齢階級別受診状況と受診率の比較 

  （ア）肺がん検診 

  （イ）大腸がん検診 

  （ウ）子宮頸がん検診 

  （エ）乳がん検診 

（５）考察 ........................................................................................................................................................................... 15 
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（１）対象とするがん検診の種類とその自己負担金                   

  

がん検診の種類 
自己負担金 

集団検診 個別検診 

肺がん検診 無料 なし 

大腸がん検診 600 円 1,300 円 

子宮頸がん検診 1,200 円 2,200 円 

乳がん検診 2,500 円 2,800 円 

 

（２）対象                                     

各がん検診の対象は、次のとおりであった。（年齢基準日は平成 30 年 3 月 31 日） 

 40・42・44・46・48 歳の女性のうち要介護認定 4 及び 5 を除く 3,915 名とした。 

 

（３）受診勧奨内容                                 

延岡市と健康づくり協会は、協議を重ね、受診勧奨を 2 回実施した。 

①１回目の勧奨（文書）：各がん検診共通内容を送付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②２回目の勧奨（文書）：未受診のがん検診リーフレットを送付した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 程 平成 29 年 9 月 12 日 

内 容 

・がん検診の受診のお願い（鑑文書） 

・5 がん検診リーフレット 

（詳細は資料 3 参照） 

・健診日程案内 

日 程 平成 29 年 11 月 28 日 

内 容 

・がん検診の受診のお願い（鑑文書） 

・がん検診リーフレット 

（詳細は資料 3 参照） 

・健診日程案内 
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③ その他の勧奨 

延岡市が実施したがん検診受診勧奨は次のとおりであった。 

平成 29 年  5 月 健診ガイド世帯配布 

ＦＭのべおか 

平成 29 年  6 月 ハガキでの受診勧奨（一部の年齢層へ） 

広報 6 月号お知らせページ（～1 月まで毎月） 

平成 29 年  7 月 無料クーポン券送付（乳・子宮） 

ハガキでの受診勧奨（一部の年齢層へ） 

平成 29 年  9 月 イオンでチラシ配布 

平成 29 年 10 月 ＦＭのべおか 

夕刊デイリー 
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（４）受診勧奨結果                                 

① 実施状況 

（ア）肺がん検診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

116 4354 4

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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（イ）大腸がん検診                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

163 4229 4

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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（ウ）子宮頸がん検診                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

163 4229 4

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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（エ）乳がん検診                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

163 4229 4

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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②  年齢階級別受診者状況と受診率の比較 

事業を実施したがん検診の種類、年齢などの対象者抽出の条件を揃えた対象者数と受診者数を表 2～5

に記した。 

（ア） 肺がん検診                                     

 表 2 肺がん検診年齢階級別受診状況と受診率の比較と検定 

 

 全体の受診率は 6.1％であり、前年度と比べると 4.1％増加し、有意であった。 

 各年齢において受診率は、前年度と比べると 3.3％～5.8％増加し、有意であった。 

 

（イ）大腸がん検診                                    

 表 3 大腸がん検診年齢階級別受診状況と受診率の比較と検定 

 

 全体の受診率は 7.2％であり、前年度と比べると 5.3％増加し、有意であった。 

  各年齢において受診率は、前年度と比べると 4.0％～6.9％増加し、有意であった。 

 

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 3,925 78 2.0 3,915 237 6.1 P<0.001 3.18

40歳 776 13 1.7 729 55 7.5 P<0.001 4.79

42歳 817 13 1.6 750 42 5.6 P<0.001 3.67

44歳 810 17 2.1 857 46 5.4 P<0.001 2.65

46歳 758 14 1.8 824 48 5.8 P<0.001 3.29

48歳 764 21 2.7 755 46 6.1 P<0.01 2.30

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 3,925 74 1.9 3,915 281 7.2 P<0.001 4.02

40歳 776 22 2.8 729 71 9.7 P<0.001 3.70

42歳 817 14 1.7 750 49 6.5 P<0.001 4.01

44歳 810 13 1.6 857 60 7.0 P<0.001 4.62

46歳 758 13 1.7 824 59 7.2 P<0.001 4.42

48歳 764 12 1.6 755 42 5.6 P<0.001 3.69

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度
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（ウ）子宮頸がん検診                                    

 表 4 子宮頸がん検診年齢階級別受診状況と受診率の比較と検定 

 

全体の受診率は 13.3％であり、前年度と比べると 3.3％増加し、有意であった。 

各年齢における受診率は、前年度と比べると 1.9～4.1％増加し、40・44・48 歳において有意であった。 

 

（エ）乳がん検診                                    

 表 5 乳がん検診年齢階級別受診状況と受診率の比較と検定 

 

全体の受診率は 10.7％であり、前年度と比べると 3.3％増加し、有意であった。 

40 歳における受診率は、前年度と比べると 8.3％増加し、有意であった。 

 

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 3,925 391 10.0 3,915 519 13.3 P<0.001 1.38

40歳 776 100 12.9 729 123 16.9 0.03 1.37

42歳 817 76 9.3 750 84 11.2 0.22 1.23

44歳 810 76 9.4 857 110 12.8 0.03 1.42

46歳 758 81 10.7 824 114 13.8 0.06 1.34

48歳 764 58 7.6 755 88 11.7 0.01 1.61

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 3,925 290 7.4 3,915 419 10.7 P<0.001 1.50

40歳 776 36 4.6 729 94 12.9 P<0.001 3.04

42歳 817 50 6.1 750 45 6.0 0.92 0.98

44歳 810 74 9.1 857 99 11.6 0.11 1.30

46歳 758 63 8.3 824 88 10.7 0.11 1.32

48歳 764 67 8.8 755 93 12.3 0.02 1.46

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度
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（５）考察                                    

 延岡市は、本事業の参加は 3 年目※１であるが、勧奨するがん検診の種類や年齢は一部を除いて異

なり、下表にまとめた。 

 

 

①肺がん検診・大腸がん検診 

  全体・年齢階級別において事業実施年度の方が事業実施前年度よりも受診率は有意に高かった。 

  これは、検診料金の自己負担額が子宮頸がん・乳がん検診に比べて低価格であること、過去 2

年間において本事業の対象がん検診及び年齢ではなかったため、勧奨の効果が大きかったためと

考えられる。 

 

②子宮頸がん検診・乳がん検診 

子宮頸がん検診は、事業実施年度と事業実施前年度との比較では、事業実施年度の方が全体の受診

率は有意に高くなっていた。年齢別にみると 40・44・48 歳において有意な差が認められた。 

乳がん検診は、事業実施年度と事業実施前年度との比較では、事業実施年度の方が全体の受診率は

有意に高くなっていた。年齢別にみると 40・48 歳において有意な差が認められた。 

子宮がん・乳がん検診は 2 年に 1 回の検診間隔となっており、42 歳は前回の検診対象であった平成

27 年度時点で本事業の乳がん検診勧奨対象であり、検診料金の自己負担金額は無料であった。(上表※

２参照)このため、他の年齢と比べ勧奨の効果を確認できなかった可能性が考えられる。 

 

今後の課題として、経年的な勧奨が及ぼす受診率への影響を検証する必要がある。 

 

             

※ 平成 27 年度がん検診受診環境整備事業報告書、平成 28 年度がん検診受診環境整備事業報告書 

 

29年度 28年度 29年度 27年度 29年度 27年度 29年度 28年度

21歳 － － － ◎ － － － －

23歳 － － － ◎ － － － －

28歳 － － － ◎ － － － －

33歳 － － － ◎ － － － －

40歳 ○ － ○ － ○ ◎※２ ○ －

41歳 － － － － － ◎ － －

42歳 ○ － ○ － ○ － ○※２ －

43歳 － － － － － ◎ － －

44歳 ○ － ○ － ○ － ○ －

46歳 ○ － ○ － ○ － ○ －

48歳 ○ － ○ － ○ ◎ ○ －

51歳 － ○ － － － － － ○

53歳 － － － － － ◎ － －

56歳 － ○ － － － － － ○

61歳 － ○ － － － － － ○

(〇及び◎は、本事業対象者であり、◎は、検診無料の者である。)

年齢基準日

3/31現在

肺がん 大腸がん 子宮頸がん 胃がん乳がん
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（１）対象とするがん検診の種類とその自己負担金                          

大腸がん検診 

自己負担金 500 円 

 

（２）対象                                    

 対象は、45・50・55・60・65 歳のうち要介護認定 4 及び 5 を除く 3,597 名とした。 

（年齢基準日は平成 29 年 4 月 1 日） 

 

（３）受診勧奨内容                                

日南市と健康づくり協会は、協議を重ね、受診勧奨を 2 回実施した。 

① １回目の勧奨（文書） 

 

 

 

 

 

 

② ２回目の勧奨（電話） 

 2 回目の勧奨は未受診者のうち電話番号を把握できた者に実施した。 

 

 

 

 

 

③ その他の勧奨 

 日南市が実施したがん検診受診勧奨は次のとおりであった。 

平成 28 年 10 月 広報掲載 

平成 29 年 1 月 検診予約票全世帯配布 

平成 29 年 2 月 検診予約票回収 

平成 29 年 4 月 がん検診ガイド全世帯配布 

平成 29 年 5 月 受診票一斉発送 

平成 29 年 6 月 広報掲載（～11 月まで毎月） 

平成 29 年 8 月 未受診者再通知（～11 月まで毎月） 

平成 29 年 9 月 イベントでのパンフレット配布 

  

日 程 平成 29 年 12 月 6 日 

内 容 

・大腸がん検診のお知らせ（鑑文書） 

・大腸がん検診リーフレット 

（詳細は資料 5 参照） 

・お知らせ 

日 程 平成 30年 1月 5～11 日 

内 容 

・受診状況の確認 

・未受診理由の確認 

・受診方法の案内 
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（４）受診勧奨結果                                 

①  実施状況                                

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 電話勧奨成功とは検診の受診状況を確認できた者のことである。

※2 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

2103301 6

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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② 年齢階級別受診状況 

事業を実施したがん検診の種類、年齢などの対象者抽出の条件を揃えた対象者数と受診者数を表 6 に

記した。 

 表 6 年齢階級別受診状況（平成 28・29 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 受診率の比較 

（ア）事業実施年度と前年度との比較                            

表 7 事業実施年度と前年度との受診率の比較及び検定結果 

 

全体の受診率は 6.5％であり、前年度と比べると 2.4％減少したが、有意であった。 

女性の受診率は 7.3％であり、前年度と比べると 3.7％減少したが、有意であった。 

 

 

  

対象者数（人）受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人）受診者数（人） 受診率（％）

全体 3,577 319 8.9 3,597 235 6.5 P<0.001 0.71

男性 1,770 120 6.8 1,787 102 5.7 0.19 0.83

女性 1,807 199 11.0 1,810 133 7.3 P<0.001 0.64

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

45歳 301 11 3.7 304 14 4.6

50歳 260 10 3.8 262 5 1.9

55歳 327 12 3.7 332 15 4.5

60歳 445 34 7.6 450 35 7.8

65歳 437 53 12.1 439 33 7.5

小計 1,770 120 6.8 1,787 102 5.7

45歳 301 18 6.0 303 28 9.2

50歳 260 14 5.4 260 16 6.2

55歳 347 26 7.5 347 27 7.8

60歳 418 58 13.9 419 27 6.4

65歳 481 83 17.3 481 35 7.3

小計 1,807 199 11.0 1,810 133 7.3

3,577 319 8.9 3,597 235 6.5

平成28年度 平成29年度

男性

女性

合計
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（イ）年齢階級別の比較                                  

60・65 歳の受診率は、前年度より減少しており有意な変化であった。 
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（ウ）勧奨回数別の比較                                  

勧奨回数による受診状況を表 8 に記した。 

2 回目の勧奨は、未受診者のうち電話番号を把握できた者のみに電話による勧奨をした。 

その電話勧奨で、大腸がん検診の受診状況を確認した。この確認ができた者を電話勧奨成功、できな

かった者を電話勧奨失敗とした。（詳細な結果は⑤受診状況調査を参照） 

確認をした相手は、本人または家族（同居者を含む）とした。 

勧奨 1 回実施は、電話勧奨失敗の者と電話番号を把握できなかった者の合計数とした。勧奨 2 回実施

は電話勧奨成功した者とした。 

 

表 8 勧奨回数別受診状況と検定結果 

 

 日南市は集団検診のみを実施しているため、受診する機会は 2 回勧奨を実施した後の 2 日間のみであ

った。 

勧奨後に受診した 235 人のうち、勧奨 1 回の者は 52 人、勧奨 2 回の者は 183 人で、勧奨回数による

受診状況に有意な差があった。 

  

 

④ 電話勧奨における実施率及び成功率 

電話勧奨の対象となった者は、2,398 人であり、 

そのうち 1,714 人（71.5％）の電話番号を把握で 

きた。 

また、電話勧奨した 1,714 人中成功した者は 

1,017 人（59.3％）であった。 

 

  

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）
P値

（χ２検定）
オッズ比

勧奨1回実施 1,474 52 3.5

勧奨2回実施 1,017 183 18.0
P<0.001 6.00
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⑤ 受診状況調査 

2 回目の勧奨（電話）の際に、大腸がん検診未受診者が職場や医療機関等において次の期間で受診した

かどうかを確認した。 

受診期間：平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで 

（ア） 大腸がん検診受診状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

（イ） （ア）において「受けた」と回答した者の受診場所 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ） （ア）において「受けていない」（本人回答のみ）と回答した者の受診予定 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ある」と回答した者は、日南市が実施する検診を受診予定としている者を含む。実際に勧奨後に日

南市の検診を受診した者は 80 人（53.0％）であった。 

（人）

受けた 290

受けていない 667

分からない 60

合計 1,017

（人）

職場 204

通院、入院中に医師に

勧められて
17

住民検診 6

その他 63

合計 290

（人）

ある 151

ない 354

分からない 37

合計 542
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（エ） （ウ）において「ない」「分からない」と回答した者の未受診理由（複数回答） 

   

 

  

（人）

日程や時間があわない 162

聞けなかった 71

健康に自信がある 27

通院中 21

面倒くさい 19

必要ならばいつでも受診

できる
12

検診内容が怖い 4

検診料金が高い 1

待ち時間が長い 1

その他 75

合計 393
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（５）考察                                     

①受診勧奨の効果 

事業実施年度と事業実施前年度との比較では、事業実施年度の方が事業実施前年度よりも受診率が低

く、全体・女性において有意な差が認められた。 

年齢階級別・性別で比較すると、60 歳の女性及び 65 歳の男女ともに事業実施年度の方が事業実施前

年度よりも受診率は低く、有意な差がみられた。 

 

勧奨の回数による比較では、2 回勧奨した者の方が、1 回勧奨した者よりも受診率が有意に高かった。 

 

 本事業参加は 3 年目※であり、勧奨対象年齢と検診料金の自己負担

額を右表にまとめた。 

 

勧奨している内容は例年同じであり、検診料金の自己負担金や勧

奨後の検診日数等も事業実施前年度と変更なかった。 

しかし、今回の日南市では、60・65 歳において受診率は低くなっ

ていた。これは、本事業勧奨とは別の要因が影響していることが考

えられる。 

 

 

②受診状況調査結果 

この調査時に、検診を受診していた者は 290 人（28.5%）であり、そのうち 204 人（70.3%）は職場に

おいて受診していた。受診していないと本人が回答した者のうち、事業実施年度内に受診の予定がある

者は 151 人（27.9%）であった。この 151 人のうち、日南市の検診を受診した者は、80 人（53.0％）で

あった。 

   

対象者の中には、職場が提供する検診を受診する機会がある者を含んでいるため、勧奨の効果が検出

されにくいことが考えられる。効率的な受診率向上のためには、職場等での受診の機会が無い者へ受診

勧奨を行なっていくことが、重要であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

             

※ 平成 27 年度がん検診受診環境整備事業報告書、平成 28 年度がん検診受診環境整備事業報告書 

 

年齢基準日

4/1現在
27年度 28年度 29年度

40歳 無料 － －

45歳 無料 500円 500円

50歳 無料 500円 500円

55歳 無料 500円 500円

60歳 無料 500円 500円

65歳 － 500円 500円
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（１）対象とするがん検診の種類とその自己負担金                   

大腸がん検診 

自己負担金 集団検診：400 円、個別検診：1,000 円 

 

（２）対象                                     

対象は、40・56～62 歳の者のうち、要介護認定 4 及び 5 を除く者かつ過去 5 年間（平成 24～28

年度）日向市が実施する大腸がん検診を未受診の 5,775 名とした。 

（年齢基準日は平成 30 年 3 月 31 日） 

 

 

（３）受診勧奨内容                                 

 日向市と健康づくり協会は、協議を重ね、受診勧奨を 2 回実施した。 

① １回目の勧奨（文書） 

 

 

 

 

 

 

② ２回目の勧奨（電話） 

2 回目の勧奨は未受診者のうち電話番号を把握できた者に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

③ その他の勧奨 

 日向市が実施したがん検診受診勧奨は次のとおりであった。 

  

日 程 平成 29年 9月 5日 

内 容 

・お知らせ（鑑文書） 

・がん検診のご案内 

・5がん検診リーフレット 

（詳細は資料 6参照） 

日 程 平成 30年 1月 23日 ～ 29日 

内 容 

・受診状況の確認 

・未受診理由の確認 

・受診方法の案内 

平成 29 年 2 月 受診ガイド、集団検診の案内作成、がん集団検診申込み用紙を班回覧、 

ＦＭひゅうがでのＰＲ 

平成 29 年 4 月 日向市ＨＰに受診ガイドを掲載 

平成 29 年 7 月 乳幼児検診にて保護者にがん検診チラシ配布、 

市内の小学校にて保護者向けにがん検診チラシ配布、子宮がんと大腸がん

検診の同時実施 

平成 29 年 8 月 広報誌にて肺がん検診日程案内、女性のがん検診特集を掲載 
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（４）受診勧奨結果                                 

①  実施状況                                 

 

※1 電話勧奨成功とは検診の受診状況を確認できた者のことである。

※2 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。
Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数

23
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② 年齢階級別受診状況 

事業を実施したがん検診の種類、年齢などの対象者抽出の条件を揃えた対象者数と受診者数を表 9 に

記した。 

表 9 年齢階級別受診状況（平成 28・29 年度） 

 
  

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

40歳 406 22 5.4 419 21 5.0

56歳 334 7 2.1 337 11 3.3

57歳 315 4 1.3 342 16 4.7

58歳 351 4 1.1 316 9 2.8

59歳 372 4 1.1 349 12 3.4

60歳 407 7 1.7 370 11 3.0

61歳 393 8 2.0 408 23 5.6

62歳 367 6 1.6 405 30 7.4

小計 2,945 62 2.1 2,946 133 4.5

40歳 411 34 8.3 414 46 11.1

56歳 354 7 2.0 283 18 6.4

57歳 356 6 1.7 379 30 7.9

58歳 354 10 2.8 357 30 8.4

59歳 309 6 1.9 345 22 6.4

60歳 351 10 2.8 313 26 8.3

61歳 370 9 2.4 346 33 9.5

62歳 305 7 2.3 392 49 12.5

小計 2,810 89 3.2 2,829 254 9.0

5,755 151 2.6 5,775 387 6.7

平成28年度 平成29年度

男性

女性

合計
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③ 受診率の比較 

（ア）事業実施年度と前年度との比較                            

表 10 事業実施年度と前年度との受診率の比較及び検定結果 

 

全体の受診率は 6.7％であり、前年度と比べると 4.1％

増加し、有意であった。 

男性の受診率は 4.5％であり、前年度と比べると 2.4％

増加し、有意であった。 

女性の受診率は 9.0％であり、前年度と比べると 5.8％

増加し、有意であった。 

 

 

 

 

（イ）年齢階級別の比較                                  

全体の受診率は、前年度より増加しており 40 歳を除き有意な変化であった。 

本事業は 3 年目であり、40 歳のみ勧奨 3 年目であった。 

受診者数が 5 人以下の年齢は検定していない。※1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                        
※検定していない年齢階級は、グラフの年齢に※をつけている。 

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 5,755 151 2.6 5,775 387 6.7 Ｐ<0.001 2.67

男性 2,945 62 2.1 2,946 133 4.5 Ｐ<0.001 2.20

女性 2,810 89 3.2 2,829 254 9.0 Ｐ<0.001 3.02

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度
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（ウ）勧奨回数別の比較                                  

勧奨回数による受診状況を表 11 に記した。 

2 回目の勧奨は、未受診者のうち電話番号を把握できた者に電話による勧奨をした。 

その電話勧奨で、大腸がん検診の受診状況を確認した。この確認ができた者を電話勧奨成功、できな

かった者を電話勧奨失敗とした。（詳細な結果は⑤受診状況調査を参照） 

確認をした相手は、本人または家族（同居者を含む）とした。 

 勧奨 1 回実施は、電話勧奨失敗の者と電話番号を把握できなかった者の合計とした。勧奨 2 回実施は、

電話勧奨成功者とした。 

 

表 11 勧奨回数別受診状況と検定結果 

 

 日向市は、勧奨 1 回後、2 回後ともに集団検診と個別検診の両方で検診を受診することが可能だった。 

1 回・2 回の勧奨後に受診した 315 人のうち、勧奨 1 回の者は 122 人で、勧奨 2 回の者は 193 人で、

勧奨回数による受診状況に有意な差があった。 

 

  
 

④ 電話勧奨における実施率及び成功率 

電話勧奨の対象となった者は、5,446 人であり、

そのうち 2,410 人（44.3％）の電話番号を把握で

きた。 

また、電話勧奨した 2,410 人中成功した者は

1,501 人（62.3％）であった。 

  

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）
P値

（χ２検定）
オッズ比

勧奨1回実施 4,131 122 3.0

勧奨2回実施 1,501 193 12.9
P<0.001 4.85
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⑤ 受診状況調査 

2 回目の勧奨（電話）の際に、大腸がん検診未受診者が職場や医療機関等において次の期間で受診した

かどうかを確認した。 

受診期間：平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで 

（ア） 大腸がん検診受診状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

（イ） （ア）において「受けた」と回答した者の受診場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ） （ア）において「受けていない」（本人回答のみ）と回答した者の受診予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ある」と回答した者は、日向市が実施する検診を受診予定としている者を含む。実際に勧奨後に日向

市の検診を受診した者は 79 人（44.1％）であった。 

（人）

受けた 580

受けていない 832

分からない 89

合計 1,501

（人）

職場 420

通院、入院中に医師に勧めら

れて
55

住民検診 7

その他 98

合計 580

（人）

ある 179

ない 435

分からない 40

合計 654
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（ウ）において「ない」「分からない」と回答した者の未受診理由（複数回答） 

   

  （人）

日程や時間があわない 187

聞けなかった 87

健康に自信がある 34

面倒くさい 31

通院中 22

必要ならばいつでも受診できる 19

検診内容が怖い 6

待ち時間が長い 2

検診料金が高い 1

その他 103

合計 492
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（５）考察                                    

① 受診勧奨の効果 

男女ともに事業実施年度の方が事業実施前年度よりも受診率が有意に高かった。年齢階級別において

も全体の受診率は 40 歳を除き前年度より増加しており有意な変化であった。 

勧奨の回数による比較では、2 回勧奨した者の方が、1 回勧奨した者よりも受診率が有意に高かった。 

本事業は 3 年目※であり、40 歳のみ勧奨 3 年目であった。 

 

これは、40 歳は同じ方法で勧奨をしているため、一定の効果を得られるが、前年度を大幅に上回る効

果を得ることはできず、それ以外の年齢は事業実施前年度に勧奨をしていないため、勧奨の効果が大き

かったと考えられる。 

 

今回の対象者は、日向市が実施する大腸がん検診を過去 5 年間未受診者に設定した。1 回目、2 回目の

勧奨後ともに集団検診、個別医療機関の両方で検診を受診することが可能であった。 

自己負担額は集団検診の方が安く、2 回目の勧奨後に 3 日間の集団検診があった。集団検診を受診で

きない者は個別医療機関で受診することができた。 

これらのことが、少なくとも 5 年間未受診であった者が、受診行動に至った可能性があると考えられ

る。 

 

今後の課題として、経年的な勧奨が及ぼす受診率への影響を検証する必要がある。 

 

②受診状況調査結果 

この調査時に検診を受診していた者は 580 人（38.6%）であり、そのうち 420 人（72.4%）は職場で受

診していた。受診していないと本人が回答した者のうち事業実施年度内に受診の予定がある者は 179 人

（27.4%）であった。 

対象者の中には、職場が提供する検診を受診する機会がある者を含んでいるため、勧奨の効果が検出

されにくいことが考えられる。効果的な受診率向上のためには、職場等での受診機会が無い者への受診

勧奨を行っていくことが、重要であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

※ 平成 27 年度がん検診受診環境整備事業報告書、平成 28 年度がん検診受診環境整備事業報告書 
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（１）対象とするがん検診の種類とその自己負担金                   

 

がん検診の種類 自己負担金 

胃がん検診 1,200 円 

大腸がん検診 800 円 

子宮頸がん検診 1,000 円 

乳がん検診 1,200 円 

 

（２）対象                                     

対象は、次のとおりであった。（年齢基準日は平成 30 年 3 月 31 日） 

① 胃がん検診・大腸がん検診 

  41・46・51・56・61 歳の者のうち要介護認定 4 及び 5 を除く 1,025 名とした。 

② 子宮頸がん検診 

  21・26・31・36・41・46・51・56・61 歳の者のうち要介護認定 4 及び 5 を除く 742 名とした。 

③ 乳がん検診 

  41・46・51・56・61 歳の者のうち要介護認定 4 及び 5 を除く 488 名とした。 

 

（３）受診勧奨内容                                 

串間市と健康づくり協会は、協議を重ね受診勧奨を 2 回実施した。 

① 1 回目の勧奨（文書）：各がん検診共通内容を送付した。 

 

 

 

 

 

 

② ２回目の勧奨（文書）：未受診のがん検診はがきを送付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 平成 29 年 8 月 1 日 

内 容 

・お知らせ（鑑文書） 

・5 がん検診リーフレット 

（詳細は資料 7 参照） 

種 類 

胃がん検診 

大腸がん検診 

乳がん検診 

子宮頸がん検診 

日 程 平成 29 年 10 月 2 日 平成 30 年 1 月 30 日 

内 容 （詳細は資料 8 参照） （詳細は資料 8 参照） 
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③ その他の勧奨 

 串間市が実施したがん検診受診勧奨は次のとおり。 

平成 29 年 5 月 

対象者世帯へチラシ等による平成 29 年度がん検診周知 

各地区公民館等で、健診事前説明会開催、広報誌掲載(通年)、ポスター掲示(～12

月) 

平成 29 年 6 月 広報車による広報(～11 月)    

平成 29 年 7 月 電話での受診勧奨(～12 月)  

平成 29 年 10 月 胃・大腸がん検診対象者の一部に封書で受診勧奨 

平成 29 年 11 月 乳・子宮頸がん検診クーポン対象者へ封書で受診勧奨 

平成 30 年 1 月 乳・子宮頸がん検診クーポン対象者へ封書で受診勧奨 
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（４）受診勧奨結果                                 

① 実施状況  

（ア）胃がん検診 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

92448

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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（イ）大腸がん検診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

909

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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（ウ）子宮頸がん検診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

30021

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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（エ）乳がん検診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

44930

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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② 年齢階級別受診状況と受診率の比較 

事業を実施したがん検診の種類、年齢などの対象者抽出の条件を揃えた対象者数と受診者数を表 12・

14・16・17 に記した。 

（ア） 胃がん検診                                     

表 12 胃がん検診年齢階級別受診状況（平成 28・29 年度） 

 

 

《事業実施年度と前年度の比較》                               

表 13 事業実施年度と前年度との受診率の比較及び検定結果 

 

 

全体の受診率は 9.1％であり、前年度と比べると 2.1％減少したが、有意ではなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

41歳 100 16 16.0 95 9 9.5

46歳 69 4 5.8 83 3 3.6

51歳 85 5 5.9 77 7 9.1

56歳 133 10 7.5 118 8 6.8

61歳 168 16 9.5 164 16 9.8

小計 555 51 9.2 537 43 8.0

41歳 85 11 12.9 73 10 13.7

46歳 72 5 6.9 77 2 2.6

51歳 83 5 6.0 67 5 7.5

56歳 141 19 13.5 106 10 9.4

61歳 174 33 19.0 165 23 13.9

小計 555 73 13.2 488 50 10.2

1110 124 11.2 1025 93 9.1

平成28年度 平成29年度

男性

女性

合計

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 1,110 124 11.2 1,025 93 9.1 0.11 0.79

男性 555 51 9.2 537 43 8.0 0.49 0.86

女性 555 73 13.2 488 50 10.2 0.15 0.75

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度
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《年齢階級別の比較》                                    

全体では、51 歳が増加したが、有意ではなかった。 

受診者人数が 5 人以下の年齢は検定していない。※1 

 

 

 

  
 

 

 

（イ）大腸がん検診                                     

≪年齢階級別受診者数≫                               

表 14 大腸がん検診年齢階級別受診状況（平成 28・29 年度） 

 

 

                                        
※検定していない年齢階級は、グラフの年齢に※をつけている。 

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

41歳 100 16 16.0 95 9 9.5

46歳 69 5 7.2 83 4 4.8

51歳 85 8 9.4 77 9 11.7

56歳 133 11 8.3 118 12 10.2

61歳 168 19 11.3 164 20 12.2

小計 555 59 10.6 537 54 10.1

41歳 85 12 14.1 73 15 20.5

46歳 72 4 5.6 77 2 2.6

51歳 83 9 10.8 67 7 10.4

56歳 141 23 16.3 106 12 11.3

61歳 174 39 22.4 165 32 19.4

小計 555 87 15.7 488 68 13.9

1,110 146 13.2 1,025 122 11.9

男性

女性

合計

平成28年度 平成29年度



５ 串間市 

43 

 

《事業実施年度と前年度の比較》                            

表 15 事業実施年度と前年度との受診率の比較及び検定結果 

 

全体・男性・女性の受診率は、前年度と比べると 0.5～1.8％減少していたが有意ではなかった。 

 

 

《年齢階級別の比較》                                    

女性では、41 歳が増加したが、有意ではなかった。 

受診者人数が 5 人以下の年齢は検定していない。※2 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                        
※検定していない年齢階級は、グラフの年齢に※をつけている。 

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 1,110 146 13.2 1,025 122 11.9 0.38 0.89

男性 555 59 10.6 537 54 10.1 0.76 0.94

女性 555 87 15.7 488 68 13.9 0.43 0.87

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度
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（ウ）子宮頸がん検診                                    

≪年齢階級別受診者数≫                                   

表 16 子宮頸がん検診年齢階級別受診状況（平成 28・29 年度）と受診率の比較と検定 

※ 

全体の受診率は 12.1％で、前年と比べると 6.4％増

加し、有意であった。 

 

勧奨 1 回後は集団・個別検診を受診可能であったが、

2 回後は個別検診のみであった。 

 

 

 

 

（エ）乳がん検診                                     

≪年齢階級別受診者数≫                                  

表 17 乳がん検診年齢階級別受診状況（平成 28・29 年度）と受診率の比較と検定 

 

 

全体の受診率は、11.9％で 4.0％増加し、有意であ

った。 

61 歳の受診率は、15.8％で 8.3％増加し、有意であ

った。 

  

                                        
※ 受診者数が 5 人以下の場合、検定していない。 

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 822 47 5.7 742 90 12.1 P＜0.001 2.28

21歳 59 1 1.7 42 2 4.8 - - ※

26歳 61 6 9.8 55 11 20.0 0.12 2.29

31歳 77 7 9.1 71 2 2.8 - - ※

36歳 70 5 7.1 86 13 15.1 - - ※

41歳 85 14 16.5 73 6 8.2 0.12 0.45

46歳 72 3 4.2 77 6 7.8 - - ※

51歳 83 3 3.6 67 11 16.4 - - ※

56歳 141 3 2.1 106 10 9.4 - - ※

61歳 174 5 2.9 165 29 17.6 - - ※

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 555 44 7.9 488 58 11.9 0.03 1.57

41歳 85 14 16.5 73 11 15.1 0.81 0.90

46歳 72 2 2.8 77 5 6.5 - - ※

51歳 83 5 6.0 67 9 13.4 - - ※

56歳 141 10 7.1 106 7 6.6 0.88 0.93

61歳 174 13 7.5 165 26 15.8 0.02 2.32

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度
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（５）考察                                     

 串間市は、本事業の参加は 3 年目※であり、勧奨したがん検診の種類や対象年齢は同じであった。 

 

①胃がん検診・大腸がん検診 

 これまでの 3 年間の勧奨効果※を考えると、同じような勧奨を経年的にしていた場合、勧奨以前の

受診率と比べ増加はするものの勧奨した前年度の受診率と大きく変化することはなく、ほぼ同じ受

診率である。今回の胃がん・大腸がん検診も同様であり、受診率は減少していたが有意な差は認め

られなかった。 

  

 今後の課題として、対象者の特性に応じた勧奨内容を検証し、評価する必要がある。 

 

②子宮頸がん検診・乳がん検診 

子宮頸・乳がん検診の全体の受診率は、事業実施前年度と比較し有意に増加していた。 

これは、受診機関の体制が前年度と異なることが影響していると考えられる。事業実施前年度は、個

別検診のみ受診可能であり、事業実施年度は集団・個別検診の両方を受診可能であった。 

 

このことにより、受診可能な機関をある程度確保し、受診環境を整えなければ、同じ勧奨を実施した

としても十分な効果を得ることが難しいと考えられる。 

また、子宮頸がん・乳がん検診は対象集団が小さいため、受診者数名の増減で受診率に大きな影響が

あると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

※ 平成 27 年度がん検診受診環境整備事業報告書、平成 28 年度がん検診受診環境整備事業報告書 
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（１）対象とするがん検診の種類とその自己負担金                           

大腸がん検診 

自己負担金 500 円 

（人間ドックの場合自己負担 8,163 円。一部自己負担金が無料の者を含む。詳細はこのページの下部「(３)

③その他の勧奨」を参照） 

 

（２）対象                                     

 対象は、40～69 歳の国民健康保険加入者で以下の自治会のうち要介護認定 4 及び 5 を除く 1,290

名とした。（年齢基準日は平成 30 年 3 月 31 日） 

 

 【対象とする自治会】(以降、事業実施地区という。また、実施しない地区を非対象地区という) 

  加久藤地区、上江地区 

 

（３）受診勧奨内容                                 

えびの市と健康づくり協会は、協議を重ね、受診勧奨を 2 回実施した。 

① １回目の勧奨（文書） 

 

 

 

 

 

 

② ２回目の勧奨（電話）：2 回目の勧奨は未受診者のうち電話番号を把握できた者に実施した。 

 

 

 

 

 

③ その他の勧奨：えびの市が実施したがん検診受診勧奨は次のとおり。 

平成 29 年 4 月 今年度の各種検診の申し込み(対象者へ申込書を送付） 

平成 29 年 5 月 下記の対象年齢にがん検診無料クーポン券を発送 

胃がん検診：50･56･60･66 歳 

大腸がん検診：40･50･56･60･66 歳 

子宮頸がん検診：30･36･40 歳 

乳がん検診：30･36･40 歳 

平成 29 年 9 月 市役所のロビーにポスター掲示 

平成 29 年 11 月 文化祭でポスター掲示 

通年 前期高齢者受給者証交付時にがん検診受診勧奨 

日 程 平成 29年 8月 1日 

内 容 

・お知らせ（鑑文書） 

・検診の申込先など 

・大腸がん検診リーフレット 

（詳細は資料 9参照） 

日 程 平成 29年 10月 17～23日 

内 容 

・受診状況の確認 

・未受診理由の確認 

・受診方法の案内 
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（４）受診勧奨結果                                 

① 実施状況  

（ア）加久藤地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 電話勧奨成功とは検診の受診状況を確認できた者のことである。

※2 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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（イ）上江地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 電話勧奨成功とは検診の受診状況を確認できた者のことである。

※2 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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② 年齢階級別受診状況（加久藤・上江地区） 

事業対象地区における、がん検診の種類、年齢などの対象者抽出の条件を揃えた対象者数と受診者数

を表 18 に記した。事業対象地区は加久藤地区・上江地区でありその合計を記した。 

また、非対象地区における対象者数と受診者数を表 19 に記した。 

表 18 年齢階級別受診状況（同地区：平成 28・29 年度） 

 

 

表 19 年齢階級別受診状況（非対象地区：平成 29 年度） 

  

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

40～44歳 53 2 3.8 62 6 9.7

45～49歳 47 0 0.0 34 4 11.8

50～54歳 54 1 1.9 62 6 9.7

55～59歳 93 15 16.1 85 18 21.2

60～64歳 194 24 12.4 168 25 14.9

65～69歳 300 43 14.3 280 77 27.5

小計 741 85 11.5 691 136 19.7

40～44歳 27 5 18.5 27 3 11.1

45～49歳 29 2 6.9 25 6 24.0

50～54歳 52 5 9.6 54 8 14.8

55～59歳 75 14 18.7 74 18 24.3

60～64歳 171 24 14.0 153 31 20.3

65～69歳 289 41 14.2 266 73 27.4

小計 643 91 14.2 599 139 23.2

1,384 176 12.7 1,290 275 21.3

男性

女性

合計

平成28年度 平成29年度

対象者数（人）受診者数（人） 受診率

40～44歳 72 6 8.3

45～49歳 72 4 5.6

50～54歳 82 13 15.9

55～59歳 138 16 11.6

60～64歳 232 21 9.1

65～69歳 464 57 12.3

小計 1,060 117 11.0

40～44歳 60 10 16.7

45～49歳 56 2 3.6

50～54歳 91 11 12.1

55～59歳 106 12 11.3

60～64歳 284 24 8.5

65～69歳 440 68 15.5

小計 1,037 127 12.2

2,097 244 11.6

男性

女性

平成29年度

合計
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③ 受診率の比較 

（ア）事業実施年度と前年度との比較（同地区）                       

表 20 事業実施年度と前年度との受診率の比較及び検定結果 

 

全体の受診率は 21.3％であり、前年度と比べると

8.6％増加し、有意であった。 

男性の受診率は 19.7％であり、前年度と比べると

8.2％増加し、有意であった。 

女性の受診率は 23.2％であり、前年度と比べると

9.0％増加し、有意であった。 

 

 

 

（イ）年齢階級別の比較（同地区）                             

 全体・男性・女性の受診率は、65～69 歳の年代で有意な増加がみられた。 

受診者数が 5 人以下の年齢は検定していない。※1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        
※検定していない年齢階級は、グラフの年齢に※をつけている。 

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 1,384 176 12.7 1,290 275 21.3 P<0.001 1.86

男性 741 85 11.5 691 136 19.7 P<0.001 1.89

女性 643 91 14.2 599 139 23.2 P<0.001 1.83

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度

(%) 
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（ウ）事業対象地区と非対象地区の比較（平成 28 年度）                    

 事業対象地区と非対象地区では、全体・男性・女性において事業対象地区の方が受診率は有意に高か

った。 

 

表 21 事業対象地区と非対象地区の受診率の比較及び検定結果 

 

 

 

 

 

  

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 1,290 275 21.3 2,097 244 11.6 P<0.001 2.06

男性 691 136 19.7 1,060 117 11.0 P<0.001 1.98

女性 599 139 23.2 1,037 127 12.2 P<0.001 2.17

対象地区 非対象地区 P値

（χ２検定）
オッズ比
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（エ）勧奨回数別の比較                                  

勧奨回数による受診状況を表 22 に記した。 

2 回目の勧奨は、未受診者のうち電話番号を把握できた者のみに電話による勧奨をした。その電話勧奨

で、大腸がん検診の受診状況を確認した。この確認ができた者を電話勧奨成功、できなかった者を電話

勧奨失敗とした。（詳細な結果は⑤受診状況調査を参照） 

確認をした相手は、本人または家族（同居者を含む）とした。 

 

表 22 勧奨回数別受診状況と検定結果 

 
 

 えびの市は勧奨 1 回後、2 回後ともに、集団・個別検診のどちらかで受診することが可能であった。 

勧奨後に受診した 147 人のうち、勧奨 1 回の者は 46 人で、勧奨 2 回の者は 101 人で、勧奨回数によ

る受診状況に有意な差があった。 

  

 

④ 電話勧奨における実施率及び成功率 

 電話勧奨の対象となった者は、1,057 人で

あり、そのうち 535 人（50.6％）の電話番号を

把握できた。 

そのうち成功した者は 416 人（77.8％）であ

った。 

 

 

  

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）
P値

（χ２検定）
オッズ比

勧奨1回実施 719 46 6.4

勧奨2回実施 416 101 24.3
P<0.001 4.69
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⑤ 受診状況調査 

2 回目の勧奨（電話）の際に、大腸がん検診がん検診未受診者が職場や医療機関等において次の期間

で受診したかどうかを確認した。 

受診期間：平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで 

（ア） 大腸がん検診受診状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） （ア）において「受けた」と回答した者の受診場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ） （ア）において「受けていない」（本人回答のみ）と回答した者の受診予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ある」と回答した者は、えびの市が実施する検診を受診予定としている者を含む。実際に勧奨後にえ

びの市の検診を受診した者は 39 人(49.4％)であった 

（人）

受けた 46

受けていない 347

分からない 23

合計 416

（人）

職場 8

通院、入院中に医師に勧められて 11

住民検診 2

その他 25

合計 46

（人）

ある 79

ない 146

分からない 39

合計 264



６ えびの市 

55 

 

（ウ）において「ない」「分からない」と回答した者の未受診理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（人）

日程や時間があわない 64

聞けなかった 34

面倒くさい 17

必要ならばいつでも受診できる 15

健康に自信がある 10

待ち時間が長い 10

検診料金が高い 8

検診内容が怖い 5

通院中 1

その他 48

合計 212
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（５）考察                                    

① 受診勧奨の効果 

 事業実施年度と事業実施前年度との比較では、事業実施年度の方が事業実施前年度よりも受診率が男

女とも有意に高かった。 

 事業対象地区と非対象地区との比較においても、事業対象地区の方が事業非対象地区よりも受診率が

有意に高かった。 

 

 勧奨の回数による比較では、2 回勧奨した者の方が、1 回勧奨した者よりも受診率が有意に高かった。 

 

 このことより、本事業による勧奨は受診率に一定の効果があると考えられる。 

 また、本事業は 3 年目であるが、対象としている地区が前年度と異なるため、前年度の勧奨効果が影

響はしていないと考える。 

 

 

②受診状況調査結果 

この調査時に、検診を受診していた者は 46 人（11.1%）であり、そのうち 8 人（17.4%）は職場におい

て受診していた。受診していないと本人が回答した者のうち事業実施年度内に受診の予定がある者は 79

人（29.9%）であった。 

対象者の中には、職場が提供する検診を受診する機会がある者を含んでいるため、勧奨の効果が検出

されにくいことが考えられる。効果的な受診率向上のためには、職場等での受診機会が無い者への受診

勧奨を行っていくことが、重要であると考える。 



 

 

 

 

 

 

７ 川南町 
 

（１）対象とするがん検診の種類とその自己負担金 ................................................................................. 58 

（２）対象 ........................................................................................................................................................................... 58 

（３）受診勧奨内容 ....................................................................................................................................................... 58 

（４）受診勧奨結果 ....................................................................................................................................................... 59 

①実施状況 

  （ア）子宮頸がん検診 

  （イ）乳がん検診 

②年齢階級別受診状況と受診率の比較 

  （ア）子宮頸がん検診 

  （イ）乳がん検診 

③勧奨回数別の比較 

  （ア）子宮頸がん検診 

  （イ）乳がん検診 

④電話勧奨における実施率及び成功率 

  （ア）子宮頸がん検診 

  （イ）乳がん検診 

⑤受診状況調査 

  （ア）子宮頸がん検診 

  （イ）乳がん検診 

（５）考察 ........................................................................................................................................................................... 67 

  



７ 川南町 

58 

 

（１）対象とするがん検診の種類と自己負担金                     

 

がん検診の種類 自己負担金 

子宮頸がん検診 1,000 円 (21 歳は無料クーポン対象) 

乳がん検診 3,000 円 (41 歳は無料クーポン対象) 

 

（２）対象                                     

 対象は、次のとおりであった。（年齢基準日は平成 30 年 3 月 31 日） 

① 子宮頸がん検診 

  20～69 歳の者のうち要介護認定 4 及び 5 を除く 2,114 名とした。（但し、30～69 歳は平成 25～27

年度に受診歴のある者とした。） 

② 乳がん検診 

  40～69 歳の者のうち要介護認定 4 及び 5 を除く 1,442 名とした。（但し、50～69 歳は平成 25～27

年度に受診歴がある者とした。） 

 

（３）受診勧奨内容                                 

川南町と健康づくり協会は、協議を重ね、受診勧奨を 2 回実施した。 

① １回目の勧奨（文書）：未受診のがん検診リーフレットを送付した。 

 

 

 

 

 

 

② ２回目の勧奨（電話）：2 回目の勧奨は未受診者のうち電話番号を把握できた者に実施した。 

 

 

 

 

 

 

③ その他の勧奨 

川南町が実施したがん検診受診勧奨は次のとおりであった。 

日 程 平成 29年 9月 26日 

内 容 

・お知らせ（鑑文書） 

・乳がん検診リーフレット 

（詳細は資料 12参照） 

日 程 平成 30年 1月 16～19日 

内 容 

・受診状況の確認 

・未受診理由の確認 

・受診方法の案内 

平成 29 年 2 月 健診申込書送付 

平成 29 年 4 月 総合健診申込者案内 

平成 29 年 8 月 9 月総合健診申込者案内 

平成 30 年 2 月 子宮がん、乳がん申込者にハガキにて通知、防災無線にて案内 
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（４）受診勧奨結果                                 

①  実施状況                                 

（ア）子宮頸がん検診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 電話勧奨成功とは検診の受診状況を確認できた者のことである。

※2 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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（イ）乳がん検診 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 電話勧奨成功とは検診の受診状況を確認できた者のことである。

※2 市町村が実施する検診以外で受診している者は受診には含まない。

Ａ＝対象者数

Ｂ＝事業開始前の受診者数

Ｃ＝１回目勧奨後の受診者数

Ｄ＝２回目勧奨後の受診者数
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② 年齢階級別受診状況と受診率の比較 

 がん検診の種類、年齢などの対象者抽出の条件を揃えた対象者数と受診者数を表 23・24 に記した。 

（ア）子宮頸がん検診                                     

表 23  子宮頸がん検診年齢階級別受診状況と受診率の比較と検定 

 

 

全体の受診率は 26.6％で、前年度と比べると

1.7％減少しているが、有意ではなかった。 

年代別では 30～34 歳で有意に減少していた。 

 

 

 

 

 

（イ）乳がん検診                                      

表 24  乳がん検診年齢階級別受診状況と受診率の比較と検定 

 

 

全体の受診率は 23.9％で、前年度と比べると

0.6％増加したが、有意ではなかった。 

  

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 1,623 459 28.3 2,114 562 26.6 0.25 0.92

20～24歳 333 28 8.4 354 25 7.1 0.51 0.83

25～29歳 312 55 17.6 271 41 15.1 0.42 0.83

30～34歳 103 40 38.8 351 77 21.9 P<0.001 0.44

35～39歳 146 42 28.8 421 94 22.3 0.12 0.71

40～44歳 122 32 26.2 115 43 37.4 0.06 1.68

45～49歳 83 28 33.7 89 27 30.3 0.63 0.86

50～54歳 79 25 31.6 80 35 43.8 0.12 1.68

55～59歳 83 40 48.2 89 47 52.8 0.55 1.20

60～64歳 153 58 37.9 138 66 47.8 0.09 1.50

65～69歳 209 111 53.1 206 107 51.9 0.81 0.95

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％） 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

全体 1,478 344 23.3 1,442 345 23.9 0.68 1.04

40～44歳 494 69 14.0 487 64 13.1 0.71 0.93

45～49歳 426 51 12.0 440 66 15.0 0.19 1.30

50～54歳 98 33 33.7 88 31 35.2 0.82 1.07

55～59歳 113 44 38.9 109 42 38.5 0.95 0.98

60～64歳 161 59 36.6 132 55 41.7 0.38 1.23

65～69歳 186 88 47.3 186 87 46.8 0.92 0.98

P値

（χ２検定）
オッズ比

平成28年度 平成29年度
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③ 勧奨回数別の比較 

勧奨回数による受診状況を表 25・26 に記した。2 回目の勧奨は、未受診者のうち電話番号を把握でき

た者のみに電話による勧奨をした。その電話勧奨で、子宮頸がんもしくは乳がん検診の受診状況を確認

した。この確認ができた者を電話勧奨成功、できなかった者を電話勧奨失敗とした。（詳細な結果は⑤受

診状況調査を参照）確認をした相手は、本人または家族（同居者を含む）とした。 

（ア） 子宮頸がん検診                                   

表 25 勧奨回数別受診状況と検定結果 

 
子宮頸がん検診は集団検診と個別検診の両方で検診を受診することが可能だった。 

勧奨後に受診した 235 人のうち、勧奨 1 回の者は 130 人で、勧奨 2 回の者は 105 人で、勧奨回数によ

る受診状況に有意な差があった。 

  

 

（イ）乳がん検診                                      

表 26 勧奨回数別受診状況と検定結果 

 
子宮頸がん検診は集団検診と個別検診の両方で検診を受診することが可能だった。 

勧奨後に受診した 113 人のうち、勧奨 1 回の者は 48 人で、勧奨 2 回の者は 65 人で、勧奨回数による

受診状況に有意な差があった。 

  

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）
P値

（χ２検定）
オッズ比

勧奨1回実施 964 130 13.5

勧奨2回実施 442 105 23.8
P<0.001 2.00

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）
P値

（χ２検定）
オッズ比

勧奨1回実施 541 48 8.9

勧奨2回実施 360 65 18.1
P<0.001 2.26
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④ 電話勧奨における実施率及び成功率 

（ア）子宮頸がん検診                                      

電話勧奨の対象となった者は、1,289 人

であり、そのうち 834 人（64.7％）の電話

番号を把握できた。 

また、電話勧奨した 834 人のうち成功し

た者は 442 人（53.0％）であった。 

 

 

 

 

 

 

（イ）乳がん検診                                      

電話勧奨の対象となった者は、846 人で

あり、そのうち 634 人（74.9％）の電話番

号を把握できた。 

また、電話勧奨した 634 人のうち成功し

た者は 360 人（56.8％）であった。 
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⑤ 受診状況調査 

2 回目の勧奨（電話）の際に、子宮頸がんもしくは乳がん検診未受診者が職場や医療機関等において次

の期間で受診したかどうかを確認した。 

受診期間：平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで 

 

（ア）子宮頸がん検診                                      

ア） 子宮頸がん検診受診状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ） ア）において「受けた」と回答した者の受診場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ） ア）において「受けていない」（本人回答のみ）と回答した者の受診予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ある」と回答した者は、川南町が実施する検診を受診予定としている者を含む。実際に勧奨後に川南

町の検診を受診した者は 59 人(45.7％)であった。 

（人）

受けた 61

受けていない 364

分からない 17

合計 442

（人）

ある 129

ない 134

分からない 32

合計 295

（人）

職場 10

通院、入院中に医師に勧められて 4

住民検診 4

その他 43

合計 61
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エ） ウ）において「ない」「分からない」と回答した者の未受診理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）乳がん検診                                     

ア） 乳がん検診受診状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ） ア）において「受けた」と回答した者の受診場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人）

日程や時間があわない 61

聞けなかった 35

健康に自信がある 11

必要ならばいつでも受診できる 8

面倒くさい 5

待ち時間が長い 4

通院中 4

検診料金が高い 1

検診内容が怖い 1

その他 57

合計 187

（人）

受けた 81

受けていない 253

分からない 26

合計 360

（人）

職場 33

通院、入院中に医師に勧められて 4

住民検診 6

その他 38

合計 81
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ウ） ア）において「受けていない」（本人回答のみ）と回答した者の受診予定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ある」と回答した者は、川南町が実施する検診を受診予定としている者を含む。実際に勧奨後に川南

町の検診を受診した者は 24 人(32.9％)であった。 

 

 

エ） ウ）において「ない」「分からない」と回答した者の未受診理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（人）

ある 73

ない 142

分からない 9

合計 224

（人）

日程や時間があわない 64

聞けなかった 34

面倒くさい 17

必要ならばいつでも受診できる 15

健康に自信がある 10

待ち時間が長い 10

検診料金が高い 8

検診内容が怖い 5

通院中 1

その他 48

合計 212
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（５）考察                                     

 川南町は、本事業の参加は 3 年目※で

あるが、勧奨するがん検診の種類や年齢

は一部を除き異なり右表にまとめた。対

象年齢の一部は受診歴のある者として

いる。 

 

①受診勧奨の効果 

子宮頸がん検診において、事業実施年度と事業実施前年度との比較では、全体の有意な変化はなかっ

たが、年齢階級別では 30～34 歳で有意に減少していた。一部の年齢は対象でなかったものの勧奨してい

る内容は同じであり、検診料金の自己負担額や勧奨後の検診日数等も事業実施前年度と変更なかった。 

しかし、今回の子宮頸がん検診では、30～34 歳において受診率は低くなっていた。これは、本事業と

別の要因が影響していることが考えられる。 

 

乳がん検診において、事業実施年度と事業実施前年度との比較では、全体・年齢階級別にみても有意

な変化はなかった。 

これまでの 3 年間の勧奨効果※を考えると、事業実施前年度に乳がん検診勧奨をしていないため、今回

の勧奨によって受診率に一定の効果が期待されたが、その効果は確認できなかった。これは、本事業と

別の要因が影響していることが考えられる。 

 

 

②受診状況調査結果 

子宮頸がん検診では、この調査時に、検診を受診していた者は 61 人（13.8%）であり、そのうち 10

人（16.4%）は職場において受診していた。受診していないと本人が回答した者のうち事業実施年度内に

受診の予定がある者は 129 人（43.7%）であった。そのうち、2 回目の勧奨後に川南町の検診を受診した

者は、59 人であった。 

乳がん検診では、この調査時に、検診を受診していた者は 81 人（22.5%）であり、そのうち 33 人（40.7%）

は職場において受診していた。受診していないと本人が回答した者のうち事業実施年度内に受診の予定

がある者は 73 人（32.6%）であった。そのうち、2 回目の勧奨後に川南町の検診を受診した者は、24 人

であった。 

このことより、対象者の中には職場が提供する検診を受診する機会がある者を含んでいるため勧奨の

効果が検出されにくいことが考えられる。効率的な受診率向上のためには、職場等での受診の機会が無

い者へ受診勧奨を行なっていくことが、重要であると考える。 

 

 

             

※ 平成 27 年度がん検診受診環境整備事業報告書、平成 28 年度がん検診受診環境整備事業報告書 

 

乳がん

28年度 29年度 29年度 27年度 28年度

20～39歳 ○ ○ － － －

40～65歳 ○ ○ ○ ○ ○

66～69歳 － ○ ○ ○ －

子宮頸がん 胃がん年齢基準日

3/31現在
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（１）各市町別勧奨内容及び事業実施年度と前年度との比較                  

 各市町の実施内容と事業実施年と前年度の比較を表 27 に記した。 

 事情実施前年度に当事業による勧奨を実施したかどうかを左に掲載した。「継続」は前年度も同様の対

象者に勧奨し、「初回」は当事業による勧奨を初めて実施した場合である。※ 

表 27 事業実施年度と前年度の比較及び検定結果 

 

 

 

  

                                        
※ えびの市は前年度実施しているが対象地域が異なるため、「初回」となる。延岡市・日向市・川南町(乳)はＨ27・28 年

度実施しているが対象者が異なるため「初回」となる。 

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

宮崎市 子宮頸がん A 5,755 848 14.7% 5,688 1,034 18.2% 0.35 1.06 3.5% 継続

延岡市 肺がん A 3,925 78 2.0% 3,915 237 6.1% P<0.001 3.18 4.1% 初回

延岡市 大腸がん A 3,925 74 1.9% 3,915 281 7.2% P<0.001 4.02 5.3% 初回

延岡市 子宮頸がん A 3,925 391 10.0% 3,915 519 13.3% P<0.001 1.38 3.3% 初回

延岡市 乳がん A 3,925 290 7.4% 3,915 419 10.7% P<0.001 1.50 3.3% 初回

日南市 大腸がん B 3,577 319 8.9% 3,597 235 6.5% P<0.001 0.71 -2.4% 継続

日向市 大腸がん B 5,755 151 2.6% 5,775 387 6.7% P<0.001 2.67 4.1% 初回

串間市 胃がん A 1,110 124 11.2% 1,025 93 9.1% 0.01 0.79 -2.1% 継続

串間市 大腸がん A 1,110 146 13.2% 1,025 122 11.9% 0.38 0.89 -1.3% 継続

串間市 子宮頸がん A 822 47 5.7% 742 90 12.1% P<0.001 2.28 6.4% 継続

串間市 乳がん A 555 44 7.9% 488 58 11.9% 0.03 1.57 4.0% 継続

えびの市 大腸がん B 1,384 176 12.7% 1,290 275 21.3% P<0.001 1.86 8.6% 初回

川南町 乳がん B 1,478 344 23.3% 1,442 345 23.9% 0.68 1.04 0.6% 初回

川南町 子宮頸がん B 1,623 459 28.3% 2,114 562 26.6% 0.25 0.92 -1.7% 継続

38,869 3,491 9.0% 38,846 4,657 12.0% P<0.001 1.34 3.0%

連続事業

実施

合計

受診率の差

H29-H28
オッズ比市町村 がんの種類 勧奨方法

平成28年度 平成29年度 P値

(χ2検定)
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（２）勧奨方法別における受診率の比較と検定結果                       

 勧奨方法は 2 種類であった。（表 28） 

この種類別に、受診率を比較するために実施市町のそれぞれの対象者数・受診者数を合計し、A・B の

受診率を算出した。さらに、その受診率の変化が事業実施年度と前年度において有意であったか検定を

おこなった。（表 29） A・B ともに有意な変化を認めた。 

 また、事業実施年度における方法別について有意であったか比較した。(表 30) B の方法が A よりも

有意に高かった。 

 

表 28 勧奨方法別実施市町一覧 

 

 

表 29 勧奨方法別受診率の比較と検定結果(年度比較) 

 

 

 

表 30 勧奨方法別受診率の比較と検定結果(方法比較) 

 

勧奨方法 実施市町（がん検診の種類）

日南市（大腸）、日向市（大腸）、えびの市（大腸）、川南町（子宮頸・乳）文書勧奨＋電話勧奨B

A 文書勧奨２回
宮崎市（子宮頸）、延岡市（肺・大腸・子宮頸・乳）、

串間市（胃・大腸・子宮頸・乳）

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

全体 38,869 3,491 9.0% 38,846 4,657 12.0% P<0.000 1.33

A 25,052 2,042 8.2% 24,628 2,853 11.6% P<0.001 1.48

B 13,817 1,449 10.5% 14,218 1,804 12.7% P<0.001 1.24

H28年度 H29年度 P値

(χ2検定)
オッズ比

対象者数 受診者数 受診率

A 24,628 2,853 11.6%

B 14,218 1,804 12.7%

H29年度 P値

(χ2検定)
オッズ比

P＜0.001 1.24
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（３）当事業実施歴別の比較                                 

 表 31 に事業実施前年度に当事業を実施したかどうかを記しており、初回と継続での受診率の比較をし

た。 

 初回における受診率は、前年度と比べると 4.0％増加しており、有意であった。 

 継続における受診率は、前年度と比べると 1.2％増加しており、有意であった。 

 初回と継続を比べると、継続の方が受診率は高かった。 

 

表 31 当事業実施歴別の比較 

 

 

 

 

  

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

初回 24,317 1,504 6.2% 24,167 2,463 10.2% P<0.001 1.72

継続 14,552 1,987 13.7% 14,679 2,194 14.9% P<0.01 1.11

H28年度 H29年度 P値

(χ2検定)
オッズ比
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（４）電話勧奨における実施率と成功率                             

 電話勧奨の実施率とは、電話勧奨の対象となった者のうち電話勧奨をした者（＝電話番号把握できた

者）の割合とした。 

 電話勧奨の成功率とは、電話勧奨では受診状況を確認するが、その確認ができた者の割合とした。確

認をした相手は、本人または家族（同居者を含む）とした。 

 

 電話勧奨を実施した 4 市町（勧奨方法：B）の実施率と成功率を表 32 に記した。 

 実施率は、44.3～74.9％と市町間でばらつきがみられ、平均は 55.5％であった。 

 成功率は、53.0～77.8％であり、平均は 61.0％であった。 

 

表 32 電話勧奨の実施率及び成功率 

 

 

 

 

日南市 日向市 えびの市 川南町 川南町

大腸 大腸 大腸 子宮頸 乳

電話勧奨実施率 71.5% 44.3% 50.6% 64.7% 74.9% 55.5%

電話勧奨成功率 59.3% 62.3% 77.8% 53.0% 56.8% 61.0%

平均
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Ⅲ  考 察 

 

 本事業は、対象者数を健康づくり協会が示し、それ以外については市町村の希望に応じた内容

を協議しながら実施した。そのため、勧奨効果を市町村間で評価するには、条件の異なる部分が

多いため、勧奨方法別と勧奨歴別に効果を検証した。 

 

 勧奨方法別は 2 種類(A・B)であった。事業実施年度と前年度との受診率比較をしたところ、A・

B ともに受診率は前年度と比べ有意に高かった。(表 42・43) また、事業実施年度において方法

別に比較をすると B の方が A よりも受診率は有意に高かった。(表 44) 

 勧奨歴別では、初回・継続ともに受診率は前年度と比べ有意に高かった。また初回と継続の受

診率を比べると、継続の方が受診率は高かった。(表 45) 

 

 市町村別で勧奨効果を確認できない場合であっても、事業を実施した市町村すべてを勧奨方法

別や勧奨歴別で検証することで効果を確認することができた。 

 

 

 電話勧奨の際に、勧奨するがん検診の受診状況(平成 29 年度)を確認した。未受診の者には、そ

の理由を確認した。その結果、「日程や時間が合わない」「健康に自信がある」「必要ならばいつで

も受診できる」「面倒くさい」が上位を占めていた。 

 検診を受けようと考え、予約し、受診するまでにはいくつかのステップがある。受診行動に影

響を与える 3 大要因は、「意識の向上」「障害の除去」「きっかけの提供」と言われている※1。 

 

 今回の未受診理由の調査で上位を占めていた「健康に自信がある」や「必要ならばいつでも受

診できる」との回答であれば、無症状のうちに、がんを初期の段階で発見するために有用な方法

が検診ということを伝え、がん検診についての理解を深める必要があると考える。 

 また、「日程や時間が合わない」との理由については、どのような日程等であれば受診可能なの

かを確認し、弊害となっていることを除去し、利便性の高い検診を設定していく必要があると考

える。例えば、大腸がん検診を勧奨した日向市や日南市は、平日の夜間や休日に検診日程の一部

を設定した。また、本人が受診できない場合は、代理提出※2 であっても受診できた。このように、

がん検診によっては、受診しやすい環境調整が重要と考える。 

                                        
※1 受診率向上施策ハンドブック 厚生労働省 平成 28 年 
※2 検診受診に必要なものがそろっていれば、本人が検診会場に行かなくとも受診可能である。 
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 さらに、電話勧奨では、検診の重要性を伝え、意識の向上に働きかけることができた。また、

市町が実施している検診日程等を詳細に伝える等対象者が必要としている情報を伝え、障害の除

去に努めた。これらが受診行動への一助となっていると考える。 

 

 文書勧奨の利点は、住所を把握していれば勧奨できること、その準備工程も通常の勤務時間内

に進めることができるということがあげられる。欠点は、受け取った方人が、内容を確認するか

どうかが分からないということがあげられる。なかには開封せずに破棄することもあると考えら

れる。本事業の文書勧奨は、返答を必須としているわけではないため本人の確認状況を知る術が

ない。内容を確認し、申込みする者や他機関で受診したなど連絡することはあっても文書勧奨し

たすべての人がそれをするわけではない。 

 電話勧奨の利点は、本人(家族を含む)と直接話せることで、受診状況や未受診の理由、場合に

よっては検診の予約まで聴取することが可能ということである。しかし、これは、電話番号を把

握していればこそ可能である。欠点は、日中は不在であることも多いため夜間帯に電話勧奨をし

たため、勤務時間外に一定のマンパワーを確保しなければならないことである。また、電話をか

けたとしても一方的に電話を切られることやつながらないこともあり、そこが欠点と言えるかも

しれない。 

 また、本事業で電話勧奨を実施した 4 市町の実施率と成功率をみてみると、市町間でもばらつ

きがある。(表 46) 実施率が低い場合は、電話勧奨できず文書勧奨 1 回のみの者が多くなる。こ

のように、文書・電話勧奨ともに利点・欠点があるためそれを考慮したうえで受診勧奨について

事業計画し取り組む必要があると考える。 

 

 

 本事業による勧奨は、受診率に一定の効果を認めた。今後の課題として、どのような手法であ

れば更に受診率に効果的か対象者の特徴を踏まえて検証する必要がある。 
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Ⅳ 結  語 

 

 本事業は、7 市町の希望に応じてがん検診個別受診勧奨を実施し、一部の市町では一定の

効果を認めた。 

 限られた予算の中で、受診率を確実にあげたい場合、検診の種類や年代を絞るなど施策実

施には優先順位付けが重要である。 

本事業の勧奨内容は、画一的でないが、市町村が取り組む受診率向上のための施策の一助

となればと考える。 
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資 料 

 

資料 1  宮崎市勧奨１回目 

資料２  宮崎市勧奨２回目 

資料３  延岡市勧奨１回目 

資料４  延岡市勧奨２回目 

資料５  日南市勧奨１回目 

資料６  日向市勧奨１回目 

資料７  串間市勧奨１回目 

資料８  串間市勧奨２回目 

資料９  えびの市勧奨１回目 

資料１０ 川南町勧奨１回目 

 

《参考》資材の仕様と印刷価格例 

本事業で使用した勧奨資材は、国立がんセンター研究開発費(26-A-31)「予防・

検診の普及開発に関する事業的研究」-ソーシャルマーケティングを活用したが

ん検診の普及-において開発された受診勧奨資材を一部、利用している。その資

材等の仕様と印刷価格例を掲載した。 



● リーフレット

　≪5がん≫

仕様： [サイズ] A4 、 [ページ数] 4ページ 、 2つ折り左とじ

用紙： マットポスト180k

印刷部数 1,000部 3,000部 5,000部

金額 63,000 102,000 145,000

　≪胃がん、大腸がん、肺がん、子宮頸がん、乳がん≫

仕様： [サイズ] A4の1/3 、 [ページ数] 6ページ 、 巻3つ折り左とじ

用紙： マットコート135k

印刷部数 1,000部 3,000部 5,000部

金額 42,000 48,000 55,000

　≪大腸がん、子宮頸がん、乳がん≫

仕様： [サイズ] A5 、 [ページ数] 6ページ 、 巻3つ折り左とじ

用紙： マットポスト180k

印刷部数 1,000部 3,000部 5,000部

金額 63,000 102,000 150,000

● 圧着はがき

　≪胃がん、大腸がん、肺がん、子宮頸がん、乳がん≫

仕様： [サイズ] はがきサイズ 、[ページ数] 6ページ 、Z折り(左下から開く様式)

用紙： 圧着紙130ミクロン程度

印刷部数 1,000部 3,000部 5,000部

金額 168,000 186,000 205,000

● 封筒

　≪角形2号≫

印刷部数 3,000部 5,000部 10000部 15,000部

金額 31,800 52,500 102,000 147,000

　≪長形3号≫

印刷部数 3,000部 5,000部 10000部 15,000部

金額 11,400 18,500 35,500 51,000

参考：資材の仕様と印刷価格例



資料 1-1 

平成２９年８月２９日 

 

子宮頸がん検診対象者各位 

 

宮崎市長 戸敷 正  

（公印省略）  

 

 

平成２９年度子宮頸がん検診の受診について（お知らせ） 

 

本市では、みなさまの健康づくりをサポートするため、がん検診を受けていただくよう

個別のご案内をいたします。 

 

１．対象者 

 宮崎市に住民票があり下記の年齢に該当する女性。 

 ※受診できる期間：平成２９年６月１日～平成３０年３月３１日まで 

 ①２１歳 （生年月日：平成８年４月１日～平成９年３月３１日） 

 ②２５歳 （生年月日：平成４年４月１日～平成５年３月３１日） 

 ③２８歳 （生年月日：平成元年４月１日～平成２年３月３１日） 

２．方法 

 公益財団法人宮崎県健康づくり協会から、文書やリーフレットをお送りします。 

３．その他 

 本市では個別健診（病院）と集団健診を行っています。費用が、個別健診（病院）と 

集団健診とで違いますので、詳細は「平成２９年度宮崎市健康診査受診券」（みず色）をご

確認ください。受診券は、再交付ができますので、紛失などの際は、下記お問い合わせへ

お電話ください。 

個別、集団どちらの場合でも、検診前にお申込みが必要です。別紙の《子宮がん検診が

受けられるところ》を参考にしてください。集団健診は、申込み期限（検診日の６週間前）

がありますのでご注意ください。 

 

※公益財団法人宮崎県健康づくり協会は宮崎県の委託を受け、宮崎市と連携してがん検診

の受診勧奨等を行っています。     

                         

【お問い合わせ】 

宮崎市健康支援課 からだの健康係 

電話：０９８５－２９－５２８６ 

資料1-2

① 病院で検診を受けたい場合：指定医療機関一覧表　(平成29年6月1日現在)

地区 指定医療機関 住所 電話
子宮頸がん

（細胞診・HPV）
子宮体がん

井 之 上 産 婦 人 科 小 児 科 医 院 吉村町 26-4184 ○ ―

宮 崎 善 仁 会 病 院 新別府町 26-1599 ○ ○

い ま む ら ウ イ メ ン ズ ク リ ニ ッ ク 高千穂通2丁目 31-3908 ○ ○

う え や ま 貴 子 ク リ ニ ッ ク 松山2丁目 60-6676 ○ ○

大 渕 ク リ ニ ッ ク 橘通東1丁目 24-3808 ○ ○

下 村 産 婦 人 科 医 院 青葉町 27-0341 ○ ○

と え だ ウ イ メ ン ズ ク リ ニ ッ ク 高千穂通2丁目 32-0511 ○ ○

永 迫 ク リ ニ ッ ク 橘通東3丁目 23-9362 ○ ○

ひ ろ し ま 通 り ウ イ ミ ン ズ ク リ ニ ッ ク 広島1丁目 60-7807 ○ ○

は た 産 婦 人 科 医 院 和知川原1丁目 28-3511 ○ ○

宮 崎 県 健 康 づ く り 協 会 霧島1丁目 38-5540 ○ ―

小戸 た に ぐ ち レ デ ィ ー ス ク リ ニ ッ ク 上野町 22-1103 ○ ○

古 賀 総 合 病 院 池内町 39-8888 ○ ○

花 ヶ 島 ウ ィ メ ン ズ ク リ ニ ッ ク 花ヶ島町 25-8883 ○ ○

細 川 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク 下北方町 22-7313 ○ ○

東大宮 松 村 産 婦 人 科 医 院 大島町 22-4633 ○ ○

市 民 の 森 病 院 大字塩路 37-1111 ○ ―

は ま だ レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク 大字島之内 39-0087 ○ ○

産 婦 人 科 い き め の 杜 ク リ ニ ッ ク 大字柏原 74-7400 ○ ○

ま つ 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク 大字生目 62-3555 ○ ○

大塚 産 科 ・ 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク お お つ か 大塚町 50-0003 ○ ○

JCHO宮崎江南病院健康管理センター 大坪町 53-8928 ○ ―

三 原 内 科 源藤町 53-6226 ○ ―

宮崎市郡医師会成人病検診センター 大坪西1丁目 52-5111 ○ ―

木 佐 貫 産 婦 人 科 医 院 大字恒久 52-3231 ○ ○

神 尊 （ こ う そ ） 産 婦 人 科 大字恒久 59-3311 ○ ○

佐土原 谷 山 産 婦 人 科 医 院 上田島 74-0078 ○ ○

清武 小 池 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク 船引 85-7111 ○ ○

② 集団健診会場で受けたい場合

場所

市 保 健 所 （ JR 宮 崎 駅 東 側 ）

市 総 合 福 祉 保 健 セ ン タ ー

田 野 保 健 セ ン タ ー

佐 土 原 保 健 セ ン タ ー

高岡福祉保健センター 「穆園館 」

清 武 保 健 セ ン タ ー

※事前に必ず電話での予約が必要です。コールセンター（TEL:25-2111）へ申込みください。

※健診日の6週間前までにお申し込みください。定員数に限りがあります。

※集団健診では子宮体がん検診は行いません。

12/7（木）

12/22（金）

1/22（月）

生目

大淀

赤江

※事前に必ず電話での予約が必要です。検診を希望する病院に直接お電話して申し込んでください。
※子宮体がん検診は、医師の判断に応じて実施されます（1,000円の自己負担追加あり）

集団健診

日程（午前中）

11/29（水）、12/13（水）、12/16（土）、12/21（木）、1/11（木）
1/16（火）、1/27（土）、2/6（火）、2/7（水）、2/18（日）、2/19（月）

2/23（金）、2/24（土）、3/6（火）、3/8（木）、3/13（火）

11/16（木）、12/14（木）、1/17（水）、1/23（火）、1/26（金）、2/22（木）

11/28（火）

《　子宮がん検診が受けられるところ　》　　①病院で受診　②集団健診で受診

檍

中央東

中央西

大宮

住吉
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(表) 

資料 1-3 

(裏) 
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(表) 

資料 1-4 

 

 

(裏) 



資料 2-1 

 

平成２９年１１月２１日 

 

子宮頸がん検診対象者各位 

 

宮崎市長 戸敷 正  

（公印省略）  

 

 

平成２９年度子宮頸がん検診の受診について（お知らせ）＜第２回目＞ 

 

本市では、みなさまの健康づくりをサポートするため、がん検診を受けていただくよう

個別のご案内をいたします。 

 すでに子宮頸がん検診を受診済みの人にも、本案内が送付されることがありますが、ご

容赦ください。 

 

１．対象者 

 宮崎市に住民票があり下記の年齢に該当し、かつ、今年度、市の実施する子宮頸がん 

検診を未受診の女性。 

 ※受診できる期間：平成２９年６月１日～平成３０年３月３１日まで 

 ①２１歳 （生年月日：平成８年４月１日～平成９年３月３１日） 

 ②２５歳 （生年月日：平成４年４月１日～平成５年３月３１日） 

 ③２８歳 （生年月日：平成元年４月１日～平成２年３月３１日） 

２．方法 

 公益財団法人宮崎県健康づくり協会から、文書やリーフレットをお送りします。 

３．その他 

 本市では個別健診（病院）と集団健診を行っています。費用が、個別健診（病院）と 

集団健診とで違いますので、詳細は「平成２９年度宮崎市健康診査受診券」（みず色）をご

確認ください。受診券は、再交付ができますので、紛失などの際は、下記お問い合わせへ

お電話ください。 

個別、集団どちらの場合でも、検診前にお申込みが必要です。別紙の《子宮がん検診が

受けられるところ》を参考にしてください。集団健診は、申込み期限（検診日の６週間前）

がありますのでご注意ください。 

※公益財団法人宮崎県健康づくり協会は宮崎県の委託を受け、宮崎市と連携してがん検診

の受診勧奨等を行っています。    

 

【お問い合わせ】 

宮崎市健康支援課 からだの健康係 

電話：０９８５－２９－５２８６ 

資料2-2

病院で検診を受けたい場合：指定医療機関一覧表　(平成29年１１月１日現在)

地区 指定医療機関 住所 電話
子宮頸がん

（細胞診・HPV）
子宮体がん

井 之 上 産 婦 人 科 小 児 科 医 院 吉村町 26-4184 ○ ―

宮 崎 善 仁 会 病 院 新別府町 26-1599 ○ ○

い ま む ら ウ イ メ ン ズ ク リ ニ ッ ク 高千穂通2丁目 31-3908 ○ ○

う え や ま 貴 子 ク リ ニ ッ ク 松山2丁目 60-6676 ○ ○

大 渕 ク リ ニ ッ ク 橘通東1丁目 24-3808 ○ ○

下 村 産 婦 人 科 医 院 青葉町 27-0341 ○ ○

と え だ ウ イ メ ン ズ ク リ ニ ッ ク 高千穂通2丁目 32-0511 ○ ○

永 迫 ク リ ニ ッ ク 橘通東3丁目 23-9362 ○ ○

ひ ろ し ま 通 り ウ イ ミ ン ズ ク リ ニ ッ ク 広島1丁目 60-7807 ○ ○

は た 産 婦 人 科 医 院 和知川原1丁目 28-3511 ○ ○

宮 崎 県 健 康 づ く り 協 会 霧島1丁目 38-5540 ○ ―

小戸 た に ぐ ち レ デ ィ ー ス ク リ ニ ッ ク 上野町 22-1103 ○ ○

古 賀 総 合 病 院 池内町 39-8888 ○ ○

花 ヶ 島 ウ ィ メ ン ズ ク リ ニ ッ ク 花ヶ島町 25-8883 ○ ○

細 川 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク 下北方町 22-7313 ○ ○

東大宮 松 村 産 婦 人 科 医 院 大島町 22-4633 ○ ○

市 民 の 森 病 院 大字塩路 37-1111 ○ ―

は ま だ レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク 大字島之内 39-0087 ○ ○

産 婦 人 科 い き め の 杜 ク リ ニ ッ ク 大字柏原 74-7400 ○ ○

ま つ 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク 大字生目 62-3555 ○ ○

大塚 産 科 ・ 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク お お つ か 大塚町 50-0003 ○ ○

JCHO宮崎江南病院健康管理センター 大坪町 53-8928 ○ ―

三 原 内 科 源藤町 53-6226 ○ ―

宮崎市郡医師会成人病検診センター 大坪西1丁目 52-5111 ○ ―

木 佐 貫 産 婦 人 科 医 院 大字恒久 52-3231 ○ ○

神 尊 （ こ う そ ） 産 婦 人 科 大字恒久 59-3311 ○ ○

佐土原 谷 山 産 婦 人 科 医 院 上田島 74-0078 ○ ○

清武 小 池 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク 船引 85-7111 ○ ○

集団健診会場で受けたい場合

場所

市 保 健 所 （ JR 宮 崎 駅 東 側 ）

市 総 合 福 祉 保 健 セ ン タ ー

清 武 保 健 セ ン タ ー

※事前に必ず電話での予約が必要です。コールセンター（TEL:25-2111）へ申込みください。

※検診日の6週間前までにお申し込みください。定員数に限りがあります。

※集団健診では子宮体がん検診は行いません。

集団健診

日程（午前中）

　　　　1/11（木）、1/16（火）、1/27（土）、2/6（火）
　　　　2/7（水）、2/18（日）、2/19（月）、2/23（金）
　　　　2/24（土）、3/6（火）、3/8（木）、3/13（火）

　　　　1/17（水）、1/23（火）、1/26（金）、2/22（木）

1/22（月）

住吉

生目

大淀

赤江

※事前に必ず電話での予約が必要です。検診を希望する病院に直接お電話して申し込んでください。
※子宮体がん検診は、医師の判断に応じて実施されます（1,000円の自己負担追加あり）

② 申込み：℡25－2111（宮崎市コールセンター）

《子宮がん検診が受けられるところ》　①病院で受診　②集団健診で受診

①

檍

中央東

中央西

大宮
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(表) 

資料 2-3 

(裏) 

 



資料 2-4 

(表) 

資料 2-4 

(裏) 

 



資料 3-1 

平成 29年 9月 12日 

市のがん検診を受診されていない皆様へ 

 

延岡市健康増進課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

がん検診の受診のお願い（集団検診） 

 

 初秋の候、いかがお過ごしでしょうか。 

このたび、年度末年齢 40、42、44、46、48 歳の女性の方で、大腸がん・肺がん・子宮頸がん・

乳がん検診がお済みでない方に検診のご案内をさせて頂きました。 

別紙に集団検診の日程を記載しております。ぜひ、お早めに受診していただきますようお願いいた

します。 

 

記 

 

 １．検診の申込み 

   詳細は、別紙検診日程の【お問合せ】電話までお願いします。 

なお、集団検診は定員になり次第、予約を締め切らせていただきます。お早めにご予約・ご受

診ください。 

 

 ２．検診の対象者 

   ・大腸がん・肺がん検診：４０歳以上の方 

   ・乳がん検診：４０歳以上で年度末年齢が偶数の方 

   ・子宮頸がん検診：２０歳以上で年度末年齢が偶数の方 

※平成 29年 7月末時点で、いずれかのがん検診を受診していない方にご案内しています。 

 

 ３．その他 

・すでに職場等で受診されている場合や、行き違いでご予約されている場合はご容赦ください。 

・医療機関での受診をご希望の方は、健診ガイドに記載のある医療機関に直接お問い合わせく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜文書取扱＞ 

延岡市健康増進課 健康づくり第 1係 担当：日髙 TEL：22-7014 

公益財団法人宮崎県健康づくり協会は、県の委託を受けて延岡市とともにがん検診

受診勧奨を行っています。 
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(表) 資料3-2

　大腸がん・肺がん検診日程 （別紙）

8:45 9:00 南久保山公民館 北方町 ○ ○

10:00 10:30 下曽木公民館 北方町 ○ ○

9月15日(金) 8:30 9:30 東海コミュニティセンター 大門町 ○ ○

9月16日(土) 8:30 10:00 市役所正面玄関前 東本小路 ○ ○

8:45 9:00 早日渡営農研修館 北方町 ○ ○

10:00 10:15 上崎営農研修館 北方町 ○ ○

10:45 11:00 角田多目的研修館 北方町 ○ ○

9:00 10:00 北方コミュニティセンター 北方町 ○ ○

13:00 14:00 北方コミュニティセンター 北方町 ○ ○

9月25日(月) 8:30 9:30 高野営農集会所 高野町 ○

9月28日(木) 8:30 10:30 南方東コミュニティセンター 西階町 ○ ○

10月1日(日) 8:30 10:30 東海コミュニティセンター 大門町 ○ ○

10月13日(金) 9:00 10:00 一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡 ○ ○

10月17日(火) 8:30 9:30 一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡 ○

10月19日(木) 8:30 9:30 富美山地区福祉交流センター 富美山町 ○

10月22日(日) 8:30 10:30 延岡市保健センター（市役所） 東本小路 ○ ○

10月25日(水) 9:00 10:00 塩浜公民館 塩浜町 ○ ○

10月27日(金) 8:30 9:30 夏田公民館 夏田町 ○

11月1日(水) 8:30 9:30 旭化成アープロス 共栄町 ○

11月7日(火) 8:30 9:30 一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡 ○

11月8日(水) 8:30 9:30 南老人福祉センター 平原町 ○

11月9日(木) 8:30 9:30 卸商業センター 卸本町 ○

11月12日(日) 8:30 10:30 延岡市職業訓練支援センター 土々呂町 ○ ○

11月16日(木) 8:30 9:30 塩浜公民館 塩浜町 ○

11月17日(金) 8:30 9:30 JA延岡本店 川原崎町 ○

11月19日(日) 8:30 10:00 市役所正面玄関前 東本小路 ○ ○

11月21日(火) 8:30 9:30 東海コミュニティセンター 大門町 ○ ○

11月30日(木) 9:00 10:00 旭中学校多目的室 富美山町 ○ ○

12月5日(火) 8:30 9:30 南老人福祉センター 平原町 ○

12月11日(月) 8:30 9:30 富美山地区福祉交流センター 富美山町 ○

12月12日(火) 9:00 10:00 南老人福祉センター 平原町 ○ ○

12月14日(木) 9:00 10:00 一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡 ○ ○

12月17日(日) 8:30 10:30 延岡市保健センター（市役所） 東本小路 ○ ○

12月20日(水) 8:30 9:30 一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡 ○

1月14日(日) 8:30 10:30 東海コミュニティセンター 大門町 ○ ○

1月21日(日) 8:30 9:30 南方東コミュニティセンター 西階町 ○ ○

1月26日(金) 8:30 9:30 延岡市職業訓練支援センター 土々呂町 ○ ○

1月28日(日) 8:30 10:30 延岡市保健センター（市役所） 東本小路 ○ ○

       【お問合せ】  予約申込み電話：２９－２２１７   延岡市健康増進課：２２－７０１４

平成２９年度  集団検診の日程

大腸がん 肺がん

  ●上記日程以外の結核・肺がん検診もあります。
     健診ガイドをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

日程 受付開始 受付終了 会場 町名

9月14日(木)

9月19日(火)

9月21日(木)
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　乳がん検診日程 （別紙）

日 受付 開始 受付 終了 会場 町名

9:00 11:30
13:00 15:30
9:00 11:30
13:00 15:30
9:00 11:30
13:00 15:30
9:00 11:30
13:00 15:30
9:00 11:30
13:00 15:30
9:00 11:30
13:00 15:30
9:00 11:30
13:00 15:30
9:00 11:30
13:00 15:30
9:00 11:30
13:00 15:30
9:00 11:30
13:00 15:30

　子宮頸がん検診日程

日 受付 開始 受付 終了 会場 町名

9:00 11:00 卸商業センター 卸本町

13:30 15:30 一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡

9:00 11:00

13:30 15:30

9:00 11:00

13:30 15:30

9:00 11:00 旭化成アープロス 共栄町

13:30 15:30 東海コミュニティセンター 大門町

9:00 11:00

13:30 15:30

   【お問合せ】  予約申込み電話：２９－２２１７   延岡市健康増進課：２２－７０１４

     ●１２月９日以降の日程については、健診ガイドをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

市役所正面玄関前

9月15日(金)

10月15日(日)

11月1日(水)

11月27日(月)

12月8日(金)

11月15日(水)

12月7日(木)

12月8日(金)

9月20日(水)

9月21日(木)

10月15日(日)

10月18日(水)

10月19日(木)

11月14日(火)

9月19日(火)

大貫町

東本小路

大貫町

大貫町

大貫町

大門町

大貫町

東本小路

大貫町

大貫町

大貫町

大貫町

延岡市民体育館

大貫町延岡市民体育館

東海コミュニティセンター

延岡市民体育館

延岡市民体育館

延岡市民体育館

延岡市民体育館

市役所正面玄関前

延岡市民体育館

延岡市民体育館

延岡市民体育館

延岡市民体育館
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平成 29年 11月 28日 

市のがん検診を受診されていない皆様へ  

 

延岡市健康増進課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

がん検診の受診のお願い（集団検診） 

 

 初冬の候、いかがお過ごしでしょうか。 

9月中旬に標記のご案内をしましたが、まだ受診がお済みでない方に再度検診のご案内をさせてい

ただきました。 

別紙に集団検診の日程を記載しております。予約枠が決まっておりますので、ぜひ、お早めに受診

していただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

 １．検診の申込み 

   詳細は、別紙検診日程の【お問合せ】電話までお願いします。 

なお、集団検診は定員になり次第、予約を締め切らせていただきます。お早めにご予約・ご受

診ください。 

 

 ２．検診の対象者 

   ・大腸がん・肺がん検診：４０歳以上の方 

   ・乳がん検診：４０歳以上で年度末年齢が偶数の方 

   ・子宮頸がん検診：２０歳以上で年度末年齢が偶数の方 

※平成 29 年 10 月末時点で、いずれかのがん検診を受診・予約していない方にご案内してい

ます。 

 

 ３．その他 

・すでに職場等で受診されている場合や、行き違いでご予約されている場合はご容赦ください。 

・医療機関での受診をご希望の方は、健診ガイドまたは同封のリーフレットに記載のある医療

機関に直接お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜文書取扱＞ 

延岡市健康増進課 健康づくり第 1係 担当：日髙 TEL：22-7014 

公益財団法人宮崎県健康づくり協会は、県の委託を受けて延岡市とともにがん検診

受診勧奨を行っています。 
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(表) 

 

 
 
 

＜乳がん検診＞  受付時間：9：00～15：30 

日程 会場 町名 

1月 14日（日） 市役所正面（南）玄関前 東本小路 

 1月 15日（月） 

延岡市民体育館 大貫町 

 2月 15日（木） 

 2月 16日（金） 

 2月 22日（木） 

 2月 23日（金） 

2月 24日（土） 市役所正面（南）玄関前 東本小路 

 

 

＜子宮頸がん検診＞ 

日程 受付時間 会場 町名 

12月 8日（金） 9：00～15：30 延岡市民体育館 大貫町 

 1月 13日（土） 9：00～15：30 市役所正面（南）玄関前 東本小路 

 2月 9日（金） 
9：00～11：00 一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡 

13：30～15：30 延岡市職業訓練支援センター 土々呂町 

 2月 28日（水） 9：00～15：30 延岡市民体育館 東本小路 

 

 

★ 医療機関でも１月３１日（水）まで検診実施中 ★ 

詳しくは各医療機関へお問い合わせください 

（同封のリーフレットを参照ください） 

 

 

集団検診のお申し込み・お問い合わせは延岡市健康増進課へ 

 

 

 

 

 

延岡市 健康増進課 

検診申込み：29-2217 お問い合わせ：22-7014 

※定員になり次第、締め切らせていただきます。 

乳
が
ん
検
診
は
、
２
年
に
１
回
、 

４
０
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す 
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平成 29年度 集団検診の日程 
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＜大腸がん・肺がん検診＞ 　　 （大腸がん検診は予約が必要です）

日程 会場 町名 大腸がん 肺がん

11月30日(木) 9:00 ～ 10:00 　旭中学校多目的室 富美山町 ○ ○

12月5日(火) 8:30 ～ 9:30 　南老人福祉センター 平原町 ○

12月11日(月) 8:30 ～ 9:30 　富美山地区福祉交流センター 富美山町 ○

12月12日(火) 9:00 ～ 10:00 　南老人福祉センター 平原町 ○ ○

12月14日(木) 9:00 ～ 10:00 　一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡 ○ ○

12月17日(日) 8:30 ～ 10:30 　延岡市保健センター（市役所） 東本小路 ○ ○

12月20日(水) 8:30 ～ 9:30 　一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡 ○

1月14日(日) 8:30 ～ 10:30 　東海コミュニティセンター 大門町 ○ ○

1月21日(日) 8:30 ～ 9:30 　南方東コミュニティセンター 西階町 ○ ○

1月26日(金) 8:30 ～ 9:30 　延岡市職業訓練支援センター 土々呂町 ○ ○

1月28日(日) 8:30 ～ 10:30 　延岡市保健センター（市役所） 東本小路 ○ ○

        ＜肺がん検診のみ＞ 　　 （肺がん検診は予約不要）　　

平成２９年度  集団検診の日程　（大腸・肺がん検診）

受付時間

延岡市 健康増進課      検診申込み ： ２９-２２１７   お問い合わせ ： ２２-７０１４ 

日程 会場 町名

9:20 ～ 9:40 　妙見町港区公民館 妙見町

10:00 ～ 10:20 　鯛名漁港 鯛名町

10:40 ～ 11:00 　元日高組前

11:20 ～ 11:40 　赤水消防車庫前駐車場

13:30 ～ 13:50 　一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡

9:00 ～ 9:20 　小野営農集会所 小野町

9:40 ～ 10:10 　法明寺 三須町

10:30 ～ 10:50 　三須工務店

13:30 ～ 13:50 　光明寺

14:10 ～ 14:30 　共栄マリン㈱駐車場 愛宕町

14:50 ～ 15:10 　ＪＡ延岡恒富支店 伊達町

9:00 ～ 9:20 　出口公民館 出口町

9:40 ～ 10:20 　恒富公民館 恒富町

10:40 ～ 11:00 　山口獣医前 新小路

11:20 ～ 12:00 　惣領公民館 惣領町

14:00 ～ 14:20 　中島区駐車場 中島町

14:40 ～ 15:00 　社会福祉センター 三ツ瀬町

15:20 ～ 15:50 　宮崎太陽銀行出北支店 出北

9:00 ～ 9:40 　旭ヶ丘公民館 旭ヶ丘

10:00 ～ 10:40 　一ヶ岡北区公民館

11:00 ～ 11:20 　県営一ヶ岡団地（北）集会所

13:30 ～ 14:10 　松原公民館 松原町

14:30 ～ 14:50 　土々呂小学校体育館前 土々呂町

15:10 ～ 15:40 　一ヶ岡コミュニティセンター 南一ヶ岡

12月7日(木) 古城町

12月8日(金)

12月15日(金)

北一ヶ岡

受付時間

12月6日(水)
赤水町
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平成２９年１２月６日 

 

大腸がん検診対象者のみなさま 

 

日南市健康増進課 

健康推進係 

 

大腸がん検診のお知らせ 

 

初冬の候、みなさまいかがお過ごしでしょうか。 

このたび、日南市健康増進課では、健康づくりをサポートするため、下記のとおり、 

がん検診を受けていただけるよう、個別のご案内をいたします。 

 

 

記 

 

 

１．対象者 

日南市の４５・５０・５５・６０・６５歳の方（基準日：平成２９年４月１日）で、 

今年度の大腸がん検診を受診されていない方 

 

２．方法 

大腸がん検診を受けていただけるよう、宮崎県健康づくり協会（※）から、 

パンフレットの送付や、電話でご連絡をいたします。 

 

（※）宮崎県健康づくり協会は、宮崎県の委託を受け、日南市と連携して 

がん検診の受診勧奨を担当いたします。ご理解をお願いいたします。 

 

３．案内の時期 

１２月 ～ 来年１月  

   

 

 

 

問い合わせ先 日南市健康増進課 （電話３１－１１２９） 
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今回がラストチャンスです。ぜひ受診してください。 
 

１.検診（検体提出）日程に 
※大腸がん検診検体回収のみを行うため、待ち時間が比較的短いです！ 

月  日 受 付 時 間 場   所 
便を採る日程 

※3日間のうち2日分の便を採る 

１月２２日（月） 
1７:３0 ～ 1８:３0 

 

ふれあい健やか   

センター１階 

（市役所となり） 

２０日・２１日・２２日の朝 

１月２９日（月） ２７日・２８日・２９日の朝 

   

 

２.持っていくもの 
①受診票（問診を記入してください。）         

②検体容器 

③検診料金 

④健康手帳（会場でも交付できます。） 

 

 ※①②③が揃っていれば代理の方の 

提出もできます。            

                         

３.検診結果 
異常なしの方 ・・・・・受診後約１ヶ月後に郵送します。 

精密検査が必要な方・・・受診後約１ヶ月後に電話、郵送、訪問いずれかの方法でお知らせします。

精密検査が必要な方は、必ず早めに精密検査実施医療機関を受診しましょう。 

 

お願い 

未使用の検体容器がありましたら、健康増進課またはお近くの支所、出張所に返却していただ

きますよう、ご協力をお願いいたします。 

 

 日南市では他のがん検診も実地しています。 

来年度のがん検診予約票は、２月頃にお送りします。 
 

 

 

区  分 料 金 

40～69歳 ５００円 

70歳以上  

 

２００円 
65歳以上で後期高齢者医療保険に

加入されている方 

（保険証を掲示してください。） 

生活保護受給者 

(保護証明書を掲示してください。） 

 

無 料 

お問い合わせ 

日南市健康増進課 健康推進係 電話３１－１１２９ 
 

平成２９年度 日南市 大腸がん検診のお知らせ 
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平成２9年 9月５日 

対象者の皆様へ 

日向市いきいき健康課 

 

 

がん検診のお知らせ（受診勧奨） 

 

いまだ暑さが残ります今日この頃、いかがお過ごしでしょうか。 

このたび、市では、皆様の健康づくりをサポートするため、がん検診の案内を送付

することになりました。つきましては、主旨を御理解いただき、是非この機会に受診

いただきますようお願いします。 

 

記 

 

  

１. 対象者 

   ４０歳及び 56～62歳の方で、大腸がん検診を過去５年間（H２4～H２8）受けていない方 

（年齢は平成 30年３月３１日時点） 

  ※今年度、既に市の大腸がん検診を受けた方、また検診を予定されている方に届いた場合は、

ご了承ください。 

 

 ２. 方法 

   大腸がん検診を受けていない方へ公益財団法人宮崎県健康づくり協会より、各種がん検診の

リーフレットの郵送や電話によるがん検診の案内をいたします。なお、今回はリーフレットと

がん検診の案内を郵送させていただきました。 

 

 ３. 今後のご案内（予定） 

   検診を受けていない方には１月下旬に電話での受診勧奨を行います。 

  ※健康づくり協会（０９８５－２７－２６８４または携帯電話）からご案内いたします。 

 

 

※ 公益財団法人宮崎県健康づくり協会は、県の委託を受けて日向市とともにがん検診受診促進を 

行っています。 

 

【問い合わせ先】 

 日向市いきいき健康課 

 電話：５２―２１１１ 

（内線２１５２） 
健康ひゅうが２１計画 

イメージキャラクター ひむかちゃん 
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▼圧着はがき(表面) 

串間市にお住まいの女性の方へ 
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平成２９年８月１日 

がん検診受診勧奨推進事業 

     対象地区の皆様 

えびの市健康保険課長 

 （ 公 印 省 略 ） 

 

がん検診（大腸がん検診）受診勧奨推進事業のお知らせ 

 

  

 残暑の候、いかがお過ごしでしょうか。 

 このたび、えびの市では、市民の皆様の健康づくりを支援するため、下記のとおり、が

ん検診を受けていただくよう個別の案内をいたします。 

 

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

                            問い合わせ先 健康保険課 

担当：市民健康係   

電話：35-1116 

FAX：35-0401 

 

１、対象者 

 加久藤地区及び上江地区の４０～６９歳（平成 30年３月３１日時点での年齢）の国

民健康保険にご加入の方 

 ただし、下記の方は対象外となります。 

  １）平成 2９年６月３０日現在で、 

①平成２９年６月 1日以降に市が実施する大腸がん検診を既に受けた方 

②市に大腸がん検診の申込みをされている方 

  ２）要介護４及び５の方 

 

２、方法 

 公益財団法人宮崎県健康づくり協会が、リーフレットの送付や電話による受診勧奨を

行ないます。 

 

 ＊公益財団法人宮崎県健康づくり協会は、宮崎県の委託を受け、えびの市と連携して

がん検診の受診勧奨等を担当いたします。ご理解の程、お願いいたします。 

 

３、その他 

 今回は、対象人数が限定されることから、上記対象地区を選定してご案内いたします。 

  

 

 がん検診はがん予防・

治療の第一歩！ 

 40歳を過ぎたら、年 1

回必ず、大腸がん検診を

受けましょう！ 
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◎通常500円の自己負担で受診することができますが、今年の4月2日から来年

の4月1日までの期間に40歳、50歳、56歳、60歳、66歳になられる方には、

5 月下旬に、大腸がん検診無料クーポン券を送付しております。無料で受診できます

ので、ご活用ください。 

 

【大腸がん検診を受けることができる個別検診実施医療機関】 

医療機関名 電話 医療機関名 電話

い し ざ わ 循 環 器 内 科 33-1438 園 田 病 院 22-2221

京 町 共 立 病 院 37-1011 た な か 循 環 器 内 科 ク リ ニ ッ ク 23-1115

京 町 温 泉 ク リ ニ ッ ク 37-2233 ひ ろ た 内 科 ク リ ニ ッ ク 25-0550

若 葉 ク リ ニ ッ ク 33-3838 堀 胃 腸 科 外 科 医 院 23-3988

え び の 第 一 ク リ ニ ッ ク 33-0148 前 田 内 科 医 院 22-5802

え び の セ ン ト ロ ク リ ニ ッ ク 33-5777 槇 内 視 鏡 内 科 病 院 22-2819

前 田 医 院 35-1151 宮 崎 医 院 22-2841

え び の 市 立 病 院 33-1023 山 田 内 科 ・ 循 環 器 科 25-0088

池 井 病 院 23-4151 よ し む ら 循 環 器 内 科 ク リ ニ ッ ク 27-3339

池 田 病 院 23-3535 和 田 ク リ ニ ッ ク 23-5653

西 小 林 診 療 所 27-1034 小 林 市 立 病 院 23-4711

小 林 泌 尿 器 科 ク リ ニ ッ ク 25-0505 小 林 市 立 須 木 診 療 所 48-2025

上 田 内 科 23-3377 押 川 病 院 44-1005

桑 原 記 念 病 院 22-4138 野 尻 中 央 病 院 44-1141

近 藤 内 科 ク リ ニ ッ ク 22-4367 川 井 田 医 院 42-2000

す わ ク リ ニ ッ ク 22-6489 国 民 健 康 保 険 高 原 病 院 42-1022

え
び
の
市

小
林
市

小
林
市

高

原

町  

 

「検診を受けようかな」と思ったら・・・ 

えびの市役所 健康保険課 市民健康係 

電話：０９８４－３５－１１１６にお電話ください。 

検診の申し込み先について 

平成２９年度えびの市大腸がん検診について 
 

自己負担金について 

裏面もご覧ください。 

(表) 
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【集団検診日程表】 

 下記１・２の集団検診の申し込みをされた方には、混雑を避けるため、時間指定をさせていただき

ます。検診日7日から10日前に受付時間の記入された問診票及び案内、検便キット(大腸がん検診

をご希望の方）を送付いたします。また、定員がございますので、早めにお申し込みください。 

  

１ 大腸がん検診と胃がん検診の集団検診 

 

月日 受診場所 受付時間 

平成29年11月30日(木) 保健センター 午前8時30分～ 

  ＊大腸がん検診と胃がん検診は、どちらかひとつでも受診可能です。ただし、胃がん検診 

  をご希望の方は、別途自己負担金1,300円が必要です。 

 

２ 国保セット健診 
 国保に加入されている方限定の集団検診になります。国保の特定健診と合わせて、希望によ

り、胃がん検診と大腸がん検診等を受診できるセット健診です。特定健診以外の検診は別途自

己負担金が必要です。 

 また、胃がん検診をご希望の方は、1月19日(金)の保健センターのみの実施となりますので、

ご了承ください。 

月日 受診場所 受付時間 

平成29年8月9日(水) 真幸地区体育館 

午前8時30分～ 

8月10日(木) 飯野地区コミュニティセンター 

11月14日(火) 真幸地区体育館 

11月16日(木) 飯野地区コミュニティセンター 

平成30年1月19日(金) 保健センター 

    ＊詳細につきましては、健康保険課 医療保険係(電話35-3742)へお問い合わせください。 

 

検診日程等について 
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発川町健推第５８４号 

平成２９年９月２６日 

 

がん検診対象者 各位 

    

川南町長 日髙 昭彦 

（公 印 省 略） 

 

平成２９年度がん検診受診勧奨推進事業のお知らせ 

 

秋分の候 あなた様におかれましては、ますます御清祥のこととお喜び申し

上げます。 

また、町の保健行政につきましては、日頃から深い御理解と御協力をいただ

き、心から感謝申し上げます。 

さて、町では、町民の皆様にがん検診を定期的に受診していただき、健康に

過ごしていただくために、県より委託を受けた宮崎県健康づくり協会とともに、

下記のとおり、対象者の皆様に、がん検診の御案内をさせていただきます。                                   

 

記 

 

１ 期間  平成２９年９月下旬から平成３０年３月３１日まで 

２ 対象者 ２０歳から６９歳（平成２９年度末年齢）の女性で、今年度、 

子宮がん検診及び乳がん検診を受診されていない方 

３ 事業内容 

（１） がん検診に関するパンフレットの郵送（本通知） 

（２） 宮崎県健康づくり協会から電話によるがん検診受診勧奨 

４ 注意事項 

今回の事業は、対象者を限定して実施しています。 

 

 （文書取扱 町民健康課） 

 

発川町健推第  号 

 

担当 健康推進係 髙橋 

電話 ０９８３－２７－８００９ 

FAX ０９８３－２１－３０５７ 
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